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 環境設定 

1-1. システム設定：データベース、テンプレートファイルのパス設定 

システム設定では、IJCAD Electricalで使用する各データベースや各種テンプレートファイルの参照先を設

定します。 

1-1.1 パスの設定 

① パス設定：[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [システム設定]をクリックします 

 

 

 

 

[システム設定]ダイアログが表示されます。以下の画面が表示されない場合は、[パス設定] 

タブをクリックします。 
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② テンプレートファイルのパスを変更します 

[参照]をクリックしてテンプレートファイルを選択することでテンプレートファイルの 

参照パスを変更します。 

③ 設定内容の変更後、内容を更新します 

設定内容の変更後、変更内容を保存します。 

右側の[現在のプロファイル]エリアの[更新>>]ボタンをクリックします。 

※[接頭語]タブ、[図枠]タブの内容を変更した場合にも、同様の操作を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ マスターデータベース、カタログデータベースの参照先について 

該当のパスに対象のデータベースファイルが無い場合は、IJCAD Electrical起動時にそれぞれ

「ファイルがありません。」などのメッセージを表示します。 

 

 

 

 

「OK」をクリックした後、「システム設定」画面が開きます。 

 

 

 

 

パスの保存先に該当のデータベースファイルが無い場合は、赤い文字で表示されます。 

実際に存在するフォルダにファイルの有無を確認後、無ければ探して対象のフォルダに入れ直

します。 
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対象のデータベースファイルの保存先を「参照」ボタンから選択し、保存先を設定します。 

その後、「更新」ボタンを押して情報を更新した後、必ず右下の「閉じる」を選択して終了し

てください。 

正しいパスの設定後、「更新」＞「閉じる」とせずに「閉じる」へ進むと以下のようなエラー

が表示され、正常に完了できません。 

仮に以下のメッセージを「OK」され、CADの操作画面が表示されましても IJCAD Electrical

のシステムは正常に動作いたしませんので、十分ご注意いただき、更新をお願いいたします。 

右上の「×」印で閉じても同様です。 

 

 

 

 

 

1-1.2 接頭語の設定 

IJCAD Electrical内の各接頭語を設定します。 

 

① 接頭語：[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [システム設定] ＞ [接頭語]を 

クリックします。設定内容の変更後、内容を更新します 

[システム設定]ダイアログが表示されます。以下の画面が表示されない場合は、[接頭語] 

タブをクリックしてください。 

ここで設定した接頭語は、各データの登録時にあらかじめ入った状態で表示されます。 

設定内容の変更後、変更内容を保存します。 

右側の[現在のプロファイル]エリアの[更新>>]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

12 

1-1.3 図枠の設定 

IJCAD Electricalで作成する図枠データの用紙サイズを設定します。 

 

① 図枠：[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [システム設定] ＞ [図枠]を 

クリックします。設定内容の変更後、内容を更新します 

[システム設定]ダイアログが表示されます。以下の画面が表示されない場合は、[図枠] 

タブをクリックしてください。 

使用する図枠用紙サイズを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 用紙：  

用紙サイズの識別用の名称を入力 （A0用紙は最長制限範囲を超える為、ご登録頂けま

せん） 

⚫ Ｘ：  

用紙サイズの横の長さをmmで入力（最長 1000mm） 

⚫ Ｙ： 

用紙サイズの縦の長さをmmで入力（最長 1000mm） 

 

設定内容の追加や変更の後に保存します。 

登録行の削除は、対象行全体を選択した後、キーボードの「DEL」キーを押してください。 

その後、右側の［現在のプロファイル］エリアの［更新>>］ボタンをクリックしてくださ

い。 
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登録した用紙サイズは、図枠登録時の［用紙サイズ］エリアに表示されます。 

ここで編集を行うことも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1.4 プロファイル 

IJCAD Electricalの環境設定ファイル（プロファイル）の追加、更新、切り替え、外部への書き出し

を行います。 

① [現在のプロファイル]エリア：[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [システム設

定]の右側のエリアを確認します 

[システム設定] ＞ [現在のプロファイル]エリアでは、プロファイルの新規作成、設定値の 

変更の保存、使用プロファイルの切り替え、プロファイルの書き出しが可能です。 
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現在使用しているプロファイル名は、[現在のプロファイル]エリアに赤文字で表示されます。 

[利用可能なプロファイル]の下には、利用できるプロファイル名の一覧が表示されます。 

 

枠内の文字の色によって、現在のプロファイルと表示中の

プロファイルを確認することができます。 

※黒文字は、利用可能なプロファイルのうち、「現在のプ

ロファイル」でも「表示中のプロファイル」でもない状態

を示します。 

 

 

 

② プロファイルの追加 

[追加>>]ボタンをクリックすると、プロファイル名の入力画面が表示されます。 

任意の名前を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

以下のように、新規のプロファイル名が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

③ プロファイルの切り替え 

切り替えたいプロファイル名を選択し、[現在に設定]ボタンをクリックします。 
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［現在のプロファイル］エリアに赤文字で書かれた現在のプロファイルが変更されます。 

 

 

④ プロファイルの名前の変更 

名前を変更するプロファイル名を選択し、[名前変更]ボタンをクリックします。 

任意の名前を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

⑤ プロファイルの内容の確認 

設定内容を確認したいプロファイル名を選択し、[<<表示]ボタンをクリックします。 

プロファイルの設定内容が、[パス設定]タブなどの各項目に表示されます。 
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⑥ プロファイルの書き出し 

［書き出し］ボタンをクリックすると［名前を付けて保存］画面が表示されるため、任意のフ

ァイル名を入力し、任意のフォルダに保存します 

書き出されるプロファイルの拡張子は、「.Profile」です。 

 

⑦ プロファイルの読み込み 

[読み込み]ボタンをクリックすると、[開く]画面が表示されます。 

IJCAD Electrical用のプロファイル（.Profile）を選択して開くと、読み込んだファイル名で

[利用可能なプロファイル]リストに追加されます。 

読み込み時に、規定値の保存先に同じファイル名のプロファイルがある場合、上書き出ません

ので、異なる名前に変更してください。 

プロファイルの規定値の保存先（以下）以外に書出しを行い、そのファイルを読み込む場合

は、同名のプロファイルでも上書き可能となります。 

 

⑧ プロファイルの既定値の保存先とファイル名 

プロファイルの既定値の保存先とファイル名は、以下になります。 

C:\Users\（ログインユーザ名）\AppData\Roaming\IJCAD 

Electrical\Profile\System.Profile 

※通常は、隠しフォルダになっています。  
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1-2. ユーザ設定（グリッド/スナップ設定／ビギナーモード） 

IJCAD Electricalでは、任意に設定した 3種類のグリッド/スナップ設定を切り替えながら作図する

ことが可能です。 

1-2.1 グリッド/スナップの設定 

① [IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [ユーザ設定]をクリックします 

 

 

   

[ユーザ設定]ダイアログが表示されます。 

「グリッド」タブでは、以下のようにグリッドの設定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプルとして以下の値が登録されており、スナップやグリッドが ONの設定になっていま

す。 

⚫ モード１：スナップ間隔 X、Y共に 5、グリッド間隔 X、Y共に 5 

⚫ モード 2：スナップ間隔 X、Y共に 2.5、グリッド間隔 X、Y共に 2.5 

⚫ モード 3：スナップ間隔 X、Y共に 1、グリッド間隔 X、Y共に 1 

 

② グリッド/スナップの設定を行います 

「モード 1」「モード 2」「モード 3」のそれぞれに対して、グリッド/スナップの ON/OFFと

X,Y座標の距離間隔を設定します。 

作図中に各モードをクリックすると、設定したグリッド/スナップに変更できます。 
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設定は [IJEConfig]タブ ＞ [環境設定]、または [IJE]タブ ＞ [グリッドスナップ] 

から切り替えることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2.2 ビギナーモード の設定 

① [IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [ユーザ設定]をクリックします 

[ユーザ設定]ダイアログが表示されます。 

「ビギナーモード」タブでは、以下のように『 簡単 IJEパレット 』/『プロジェクト作成

ウィザード』の設定が行えます。 
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⚫ 簡単 IJEパレット 

■起動時に表示する 

➢ チェックあり：IJCAD Electrical起動時､簡単 IJEパレットを表示する。（初期既

定値） 

➢ チェックなし：IJCAD Electrical起動時､簡単 IJEパレットを表示しない。 

[適用]後、次回起動時に反映されます。 

 

■表示位置 

➢ 前回の位置：前回の表示位置に表示される。 

➢ デフォルトの位置：既定値の位置に表示される。 

デフォルトの位置については、おおよそ下図のような辺りになります。 

画面の表示状態によって異なる場合がありますので、必ずしも表示どおりの位置に表示さ

れるとは限りません。その点につきましては、あらかじめご了承ください 

 

 

 

 

 

 

 

［適用］後、次回起動時に反映されます。 

 

■大きさ 

大： 

 

中： 

 

小： 
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［適用］後、反映されます。 

⚫ プロジェクト作成ウィザード 

■次回起動時に表示する 

➢ チェックあり：IJCAD Electrical起動時､ウィザードを表示する。（初期既定値） 

➢ チェックなし：IJCAD Electrical起動時､ウィザードを表示しない。 

［適用］後、次回起動時に反映されます。 
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 マスタデータ作成 

IJCAD Electricalで使用する機器の部品カタログ、プロジェクト/ページ用の属性定義、図枠、シンボルなど

のマスタデータを作成します。 

 

 

 

 

 

[作成]パネル内の各コマンドの詳細については、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」を 

別途ご参照ください。 

プロジェクトで使用する属性の「基本属性」等を設定しておくことができます。 

基本属性は、プロジェクトマネージャ内で文字情報を記入する際のラベルのようなものを設定できるもので

す。図枠へ情報を引き継ぐ為の属性や属性名称も変更可能です。 
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 プロジェクト作成ウィザード 

IJCAD Electricalの「プロジェクト作成ウィザード」は、このウィザードを使用してプロジェクトやフォル

ダ、ページの作成を行うための支援ツールです。 

IJCAD Electricalを起動すると、以下の画面が表示されます。 

① ようこそ 

[プロジェクト作成ウィザード]＞［ようこそ］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 次へ   ：②プロジェクトの新規/編集の選択 へ進みます。 

➢ キャンセル：終了します。以下のように確認画面が表示されます。 

［はい］ ：更に確認画面が表示されます。 

次回起動時には[プロジェクト作成ウィザ

ード」が表示されます。※ 

［いいえ］：画面が閉じられます。 

次回起動時には[プロジェクト作成ウィザ

ード」が表示されません。 

※[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [ユーザ設定]内の「ビギナーモ

ード」タブで、表示、非表示の変更が可能です。 

［はい］ ：画面が閉じられます。 

次回動時にも[プロジェクト作成ウィザード」 

が表示されます。 

［いいえ］：画面が閉じられます。 

次回起動時には[プロジェクト作成ウィザード」 

が表示されません。 
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② プロジェクトの新規/編集の選択 

［プロジェクトの新規/編集の選択］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ プロジェクトの新規作成：③プロジェクト名の入力 へ進みます。 

⚫ 既存プロジェクトの編集：ウィザードが終了します。以下画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□次回起動時にプロジェクト作成ウィザードを表示する。 

➢ チェックあり：次回の IJCAD Electrical起動時、［プロジェクト作成ウィザー

ド］を表示します。 

➢ チェックなし：次回の IJCAD Electrical起動時、［プロジェクト作成ウィザー

ド］は表示されません。 
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③ プロジェクト名の入力 

［プロジェクト名の入力］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ プロジェクト名（案件名）：PROJECT（実際のフォルダ名を作成します。） 

⚫ プロジェクト保存先   ：C:\_図面庫（実際のフォルダ名を指定又は［参照］ 

             から［新しいフォルダの作成］）を選択し作成します。 

 

プロジェクト名とプロジェクトの保存先を記入して選択した後に、下に表示されている属

性のデータに情報を記入します。 
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例） 

属性 データ 

プロジェクト種別   ○○プロジェクト 

設計日 1 2025/08/01 

設計者 1 会社名 

製図日 2025/08/01 

製図者 △〇（お名前の苗字） 

コメント プロジェクト用の情報 

コメント 2 新規作成プロジェクトを作成 

記入されたら［次へ］を選択します。 

➢ 戻る ：前画面に戻ります。 

➢ 次へ ：④追加するページ図面／フォルダの種類の選択 へ進みます。 

➢ キャンセル：プロジェクト作成ウィザードを終了するか確認画面が表示されます。 

 

この画面で表示されている「属性／データ」の情報は、プロジェクトマネージャでプロジェク

トを作成時に選択肢となる「属性」の、属性名称の登録順の一番上にある登録情報の内容が表

示されています。 

 

④ 追加するページ図面／フォルダの種類の選択 

［追加するページ図面／フォルダの種類の選択］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 回路図 ：［次へ］選択で、⑤ページ名の入力 へ進みます。 

⚫ 機器配置図 ：［次へ］選択で、⑤ページ名の入力 へ進みます。 

⚫ フォルダ ：［次へ］選択で、⑪フォルダ名の入力 へ進みます。 
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⑤ ページ名の入力［回路図］［機器配置図］画面は共通 

［ページ名の入力］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ページ名］：001 （ページ名を入力すると実ファイル名（.dwg）が作成されます。 

［機器配置図］の場合は例として、［ページ名］：G01 とします。 

ページ名を入力して、［次へ］を選択します。⑥図枠の選択 へ進みまます。 

 

⑥ 図枠の選択 

［回路図］［機器配置図］選択の場合は、以下の［図枠の選択］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図枠］：既定値は、図枠に登録されている図枠のファイル名順の一番上が表示されます。 

図枠を選択して、［次へ］を選択します。 

［回路図］の場合、⑧表題欄の入力 へ進みます。 

［機器配置図］の場合、⑦尺度の入力の入力 へ進みます。 
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⑦ 尺度の入力 

 ［尺度の入力］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 尺度  ：「1」（左側分子）／「10」（右側分母）として任意の尺度を設定し 

［次へ］で、⑧表題欄の入力 へ進みます。 

  

⑧ 表題欄の入力 

［表題欄の入力］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した IJCAD Electrical用の図枠に登録されている専用の属性へ、記入した情報が転記

されます。 

 

転記：登録が完了すると、CAD画面内に作成したファイル名.dwgが起動されます。 

その際、上記で入力した値が、設定されている図枠用の属性に自動的に入力されます。 

ここでは、1/10 として進みましょう 
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表題欄の入力画面の「製図日」「製図者」に記入された文字は、プロジェクト作成時に、

属性/データで記入した場合に、引き継いで取り込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

下に表示されている属性のデータに情報を記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） 

属性 データ 

製図日 2025/08/01 

製図者 △〇 

検図日 08/Aug/2025 

検図者 検図者 

修正日 1 2025.08.01 

修正者 1 修正者 1 

修正内容 1 修正内容 1 

修正日 2 令和 7年 8月 1日 

修正者 2 修正者 2 

修正内容 2 修正内容 

 

記入されたら［次へ］を選択。 
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➢ 戻る ：前画面に戻ります。 

➢ 次へ ：⑨入力の確認 へ進みます。 

➢ キャンセル：プロジェクト作成ウィザードを終了するか確認画面が表示されます。 

 

この画面で表示されている「属性／データ」の情報は、プロジェクトマネージャでプロジェク

トを作成する時に選択されたプロジェクト用「属性」の、ページ用の属性名称の登録順の一番

上にある登録内容が表示されています。 

 

⑨ 入力の確認 

［入力の確認］ダイアログが表示されます。 

入力されたファイル名が、全て完了前であれば赤い文字で、右側のツリー表示窓に表示さ

れます。これは、機器配置図、フォルダ作成でも同じように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 修正 ：⑤ページ名の入力 へ戻ります。 

 ［修正]を選択した際には、前に入力した値が残っていますので、必要

な箇所を修正してください。 

➢ 次へ ：⑩次の操作 へ進みます。 

➢ キャンセル：プロジェクト作成ウィザードを終了するか確認画面が表示されます。 
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［機器配置図］を作成すると以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 次の操作 

［次の操作］ダイアログが表示されます。 

引き続き、ページ図面やフォルダを追加するか、プロジェクトを作成するかを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 別のページ図面／フォルダを追加：⑩追加するページ図面／フォルダの種類 へ進み

ます。 

➢ プロジェクト作成：プロジェクトマネージャに登録を行い、画面は終了します。 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

31 

追加するページ図面／フォルダの種類の選択 

［追加するページ図面／フォルダの種類の選択］ダイアログが表示されます。 

④の［追加するページ図面／フォルダの種類の選択］ダイアログに［プロジェクト作成］

が追加されています。 

ここで［プロジェクト作成］を選択すると、プロジェクトマネージャに登録を行い、画面は

終了します。登録を終了しない場合は、選択しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 回路図 ：［次へ］選択で、⑤ページ名の入力 へ進みます。 

⚫ 機器配置図 ：［次へ］選択で、⑤ページ名の入力 へ進みます。 

⚫ フォルダ ：［次へ］選択で、⑪フォルダ名の入力 へ進みます。 

 

［回路図］［機器配置図］「フォルダ」を追加する場合の注意 

すでにこのウィザードでフォルダを登録済みの状態で、この画面に戻ってきた場合は、「追

加する位置」の選択に注意が必要です。 

選択している位置が（ルート）か既存の「フォルダ」かによって、［回路図］［機器配置

図］「フォルダ」の作成先が異なります。 

⚫ 右側で（ルート）（赤い矩形）を選択して［次へ］をクリックすると、（ルート）の

下、つまり緑の矩形内の「001」と同じ階層に、［回路図］［機器配置図］「フォル

ダ」が作成されます。 
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⚫ 右側の（ルート）に登録済みの［フォルダ］（赤い矩形）を選択して［次へ］をクリッ

クすると、その［フォルダ］の下（緑の矩形内）に［回路図］［機器配置図］「フォル

ダ」が作成されます。 

 

 

 

 

このことから、登録済みの［フォルダ］を選択して［次へ］をクリックすると、その［フォ

ルダ］の下に新たな［フォルダ］が作成され、階層構成になります。 

追加の際は、（ルート）に追加するのか、すでに作成済みの［フォルダ］に追加するのか、

「追加する位置」を確認してからお進みください。 

次は、［フォルダ］選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ フォルダ ：［次へ］選択で、⑪フォルダ名の入力 へ進みます。 
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⑪ フォルダ名の入力 

［フォルダ名の入力］ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ フォルダ名 ：フォルダ名を入力して ［次へ］で、⑫入力の確認 へ進みます。 

 

⑫ 入力の確認 

［入力の確認］ダイアログが表示されます 

入力されたフォルダ名が、全て完了前であれば赤い文字で、右側のツリー表示窓に表示さ

れます。これは、回路図、機器配置図、フォルダ作成でも同じように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 修正 ：⑪フォルダ名の入力 へ戻ります。 

 ［修正]を選択した際には、前に入力した値は残っていますので、修正 

する箇所の情報を修正して、順次［次へ］で、進みなおしてくださ

い。 

ここでは、新規で作成 として進みます 
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➢ 次へ ：⑩次の操作 へ進みます。 

➢ キャンセル：プロジェクト作成ウィザードを終了するか確認画面が表示されます。 

※以下、画面が今回の作成したプロジェクトの情報になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを繰り返し必要な［回路図］［機器配置図］［フォルダ］の作成をされましたら、

［プロジェクト作成］を選択ください。 

➢ プロジェクト作成：プロジェクトマネージャに登録を行い、⑬終了 へ進みます。 

 

⑬ 終了 

［終了］ダイアログが表示されます 

プロジェクトやページ図面、フォルダ名の情報を元に新規のプロジェクトツリーがプロジ

ェクトマネージャに登録されます。 

その際に作成したページ図面が、作図画面内に表示された状態となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 完了    ：プロジェクト作成ウィザードを終了し IJCAD Electricalの作図画面

に戻ります。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでの設定の「線番」「形式」「接点表」「シンボル」の各設定タブの設定内容は、以下に

作成される「フォルダ設定」「ページ設定」へ、引き継がれます。 

優先度は、ページ > フォルダ > プロジェクト となります。 

上図の様にプロジェクトマネージャに登録されたページファイル（dwg）が開いた状態で、

IJCAD Electrical内の配線やシンボル配置など[IJE]タブ内の専用コマンドが動作いたします。 

 

作成された図面保存先イメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面保存先フォルダ 
・作成したフォルダ 

・図面の dwgファイル 

・プロジェクト内の情報用 

データベース 

・システムでの必須ファイル 

プロジェクトフォルダ 
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ここまでが、『5.プロジェクトマネージャ：新規プロジェクト作成』の新規プロジェクト作成

から『6.プロジェクトマネージャ：新規ページ作成』の新規ページ作成を簡単に行うウィザー

ドになります。 

出来ることや仕組み、ルールなどの詳細につきましては、それぞれの項内に記載しております

ので、ご参照ください。 
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 ビギナーモード：簡単 IJE パレット 

IJCAD Electricalで、プロジェクトマネージャに登録されたページ図面（dwg）を開いている際に、簡単に

［シンボル配置］や［属性編集］［単線の配線］［線番配置］［帳票出力の部品表］コマンドを選択して、

実行できるパレットです。 

前項での「プロジェクト作成ウィザード」は、このパレット内からも起動することができます。 

初期起動時または、デフォルトの位置については、おおよそ下図のような辺りになり 
閉じた場合は、赤の矩形内の[IJE]タブ ＞ [ビギナーモード] ＞ [簡単 IJEパレット]から開けます。 

 

 

 

 

 

 

 

画面の表示状態にもよりますので、必ずしも画像のような位置に表示されるというわけではありません。そ

の点につきましては、ご了承ください。 

 

 

各ボタンの動作については、以下になります。 

コマンド動作の詳細は、マニュアル内の各コマンド関連の紹介項をご参照ください。 

① プロジェクト作成ウィザード 

プロジェクト作成ウィザード を起動します。 

 

② シンボル 

シンボル配置 コマンドを実行します。 

専用の［シンボル配置］画面が表示されます。 

 

③ 属性編集 

属性編集 コマンドを実行します。 

編集対象の配置済みを選択すると専用の［属性編集］画面が表示されます。 
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④ 配線 

配線 コマンドを実行します。 

線分作成時の様に、スタート位置（配線の始端）を 1点目、水平、垂直モードが、自動設定さ

れた状態となります。 

既定のままであれば、そのまま配線の終点を指示してください。 

そのままコマンドは続きますので、必要な分の終点を指示します。 

引き終わりは、マウスを右クリックして「Enter」又は「キャンセル」の選択で終了します。 

 

⑤ 線番 

線番配置 コマンドを実行します。 

専用の［線番］配置用の画面が表示されます。 

［開始番号］「線番配置位置」「高さ」等を確認した後に、［挿入］ボタンを選択して、作図

されている配線を指示してください。 

 

⑥ 部品表 

 帳票出力 実行します。 

専用の［帳票出力］画面が表示されます。 

アクティブな対象の図面内に、部品表出力（［帳票出力］）で必要な属性情報（最低でも「器

具番号、型番」）が入力されたシンボルを配置した後に、実行してください。 

通常は、プロジェクトマネージャ上の対象ページ図面名上でマウスを右クリックして、ポップ

アップメニューから選択して実行するコマンドです。このボタンによって、専用の［帳票出

力］画面をワンクリックで表示します。 

このコマンドは、対象図面内に部品表出力に必要な属性情報（最低でも「器具番号」と「型

番」）が入力されたシンボルが配置されていない場合、正常に動作しません 
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 プロジェクトマネージャ：新規プロジェクト作成 

IJCAD Electricalは.dwgベースの電気設計 CADです。このため、「1ページ = 1 .dwgファイル」となっ

ており、電気設計の 1案件で複数の.dwgファイルを扱う必要があります。 

この複数の.dwgファイルを、同じプロジェクトの各ページとして扱う為に必要な機能が IJCAD Electrical

の「プロジェクトマネージャ」になります。 

プロジェクトマネージャが表示されていない場合は、[IJE]タブ > [管理] ＞ [プロジェクトマネージャ]を

クリックします。 

 

 

 

① プロジェクトマネージャ内の[新規プロジェクト]ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

[プロジェクト設定]ダイアログが表示されます。 

ここでの設定の「線番」「形式」「接点表」「シンボル」の各設定タブの設定内容は、以下に

作成される「フォルダ設定」「ページ設定」へ、引き継がれ、 

優先度は、：ページ > フォルダ > プロジェクト となります。 
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② [プロジェクト設定]タブの内容を設定します 

[プロジェクト設定]タブを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [プロジェクト設定]タブでは、以下の属性を設定する事が可能です。 

⚫ 名称： 

プロジェクト名称を入力します。 

（プロジェクト名称で入力した名前でフォルダが作成されます。） 

※以下の文字は、Windows システムの制約上、ファイルやフォルダ名に使用できません。 

使用できない文字を除いてファイル名を入力してください。 

なお、システム上のエラーの原因となる可能性があるため、①②や★などの記号も使用しな

いことを推奨しています。 

\ （円記号） 

/ （スラッシュ） 

: （コロン） 

* （アスタリスク） 

? （クエスチョンマーク、疑問符） 

" （ダブルクォーテーション） 

<>（不等号） 

| （バーティカルバー、縦棒） 
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⚫ 図面保存先： 

プロジェクト、ページ図面が保存されるフォルダの保存先を選択します。 

⚫ 既存プロジェクトから設定をコピー： 

この項目をチェックすると、既存プロジェクトから設定をコピーしてプロジェクトを新規

作成します。 

右部のリストから[参照]を選択した場合、プロジェクトマネージャにインポートされてい

ない既存プロジェクトからもコピーが可能です。表示されるダイアログから、任意の

「IJE_プロジェクト名.sqlite3」ファイルを選択します。 

⚫ 属性： 

プロジェクトで使用する属性、および属性値を設定します。入力した属性値は、あらかじ

め 

作成した図枠表題欄などに転記することができます。 

⚫ グループ： 

「IJEConfig＞作成＞マスター」内のグループで設定されている名称がリスト選択可能と

なります。 

目安としてお使い頂けます。また、図枠表題欄などに転記することができます。 

⚫ 説明： 

プロジェクトの説明を書き留める事が可能です。 

また、図枠表題欄などに転記することができます。 

⚫ エクスポート： 

プロジェクトの設定を外部ファイルに書き出します。 

任意の出力先、ファイル名を設定することが可能です。 

 既定値のファイル名：ProjectSetting.xml 

⚫ インポート： 

エクスポートされたプロジェクト設定ファイル（.xml）をインポートします。 

プロジェクトの情報の流用に便利です。 

プロジェクト設定のインポートの際、プロジェクト名称は取り込みの対象外となります。 

また、「属性」種類（花丸電機や三角電機等）は、インポートされた情報のままとなりま

す。 

新規プロジェクト作成時のインポート： 

インポート時にプロジェクト名称はクリアされますが、[図面保存先]はインポートした設

定に置き換わります。インポート後に[図面保存先]を確認し、必要に応じて変更します。 

登録済みプロジェクトの「プロジェクト設定」からインポート： 

プロジェクト名称以外の設定が、インポート情報に置き換わります。図面保存先について

は、表示上はインポート元の情報に置き換わりますが、実際の保存先は変更されません。 
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③ [線番]タブの内容を設定します 

[線番]タブの各項目では、線番配置時の初期値となる情報を設定します。 

※プロジェクト設定の設定値は、プロジェクト配下で新規作成するフォルダやページの設定に

反映されます。フォルダごとに設定する場合は[フォルダ設定]、ページごとに設定する場合は

[ページ設定]で、[線番]タブの設定内容を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 線番： 

線番として使用する英数字を設定します。 

接頭、接尾： 

線番に固定の接頭語を付与します。（省略可） 

開始番号： 

線番の可変部と、カウントアップ時の増分値を 8,10,16進数から設定します。 

カウントアップを行う： 

チェックすると、線番の付与時に自動で線番がカウントアップされます。 

チェックしない場合、すべて同一の線番文字で線番が付与されます。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

43 

アルファベット： 

選択すると、[開始番号]に英字を入力することが可能になります。 

また、英字でのカウントアップにも対応しています。 

⚫ 線番配置位置： 

線番が配置される位置を設定します。 

クリックした位置： 

配線上でクリックした位置に線番を配置します。 

クリックした配線の中央： 

クリックした位置に関係なく、配線の中央に線番を配置します。 

クリックした配線の端点： 

クリックした位置に関係なく、配線の端点に線番を配置します。 

⚫ 文字サイズ： 

線番の文字サイズを設定します。既定値が「5mm」設定になっています。 

  変更しない： 

デフォルトの文字サイズを使用します。 

  指定したサイズ： 

入力した文字サイズを使用します。 

 

 

デフォルトの線番サイズを変更する場合： 

以下のパスの各.dwgファイルを編集前にバックアップし、デスクトップなどに移動後、 

開いて「SENBAN」属性の「幅係数」をオブジェクトプロパティなどで編集します。  

その後、元のパスへ上書きコピーします。 

[既定値の線番シンボル保存先] 

C:\Program Files\ITJP\IJCAD Electrical <バージョン> <グレード>\Template\dwg 

 

※1 <バージョン><グレード>の部分は、お使いの製品に合わせて読み替えてください。 

※2 Windows OSの仕様により、C:\Program Files配下のファイルを直接編集・上書き 

  することはできません。そのため、一度デスクトップなどに移動して編集します。 

※3 「SENBAN」の「幅係数」以外の属性およびプロパティを編集したり、削除すること 

は非推奨となります。 

「文字高さ」につきましては、プロジェクトマネージャ内での設定が、優先されるため

シンボル自体の高さを編集しても反映されません。ご注意ください。 

（Electrical機能が正しく動作しない原因となる可能性があります。） 

※4 線番で使用する文字スタイル名は、「WIRENO」となります。 

  変更されませんようお願いいたします。 
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※5 編集対象の図面名は、以下の通りです。 

【図面名】 

LineNumber_0.dwg ：横配線用 

LineNumber_90.dwg ：縦配線 - 左用 

LineNumber_270.dwg ：縦配線 - 右用 

※6 図面内では「WIRENO」画層で作画されます。 

 

 

⚫ 線番配置方向： 

線番の配置方向を設定します。 

線番回転： 

線番文字の角度を設定します。 

オフセット： 

配線と線番のオフセット値（間隔）を設定します。 

横方向： 

横方向の配線に対して、線番の配置位置を設定します。 

現在の IJCAD Electrical では、[配線の上]のみ設定が可能です。 

縦方向： 

縦方向の配線に対して、線番の配置位置を設定します。 

⚫ 書式： 

線番の書式を設定します。[ページ番号]や[ロケーション名]は変数として扱われ、線番の 

配置時に該当のページ番号やロケーション名が転記されます。 

項目： 

リストから書式項目を選択します。 

追加： 

選択した項目を、書式入力フィールドの末尾に追加します。 

書式： 

線番配置時の書式を設定します。 

変数の項目間にハイフン（ - ）やアンダーバー（ _ ）など、任意の区切り文字を入力

できます。 

※書式欄が未設定の場合は、線番の設定内容のみで配置されます。 

また、こちらの設定で[線番]が設定されていない場合でも、カウントアップされた線番

が情報として設定されます。 
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④ [形式]タブの内容を設定します 

[形式]タブの各項目では、IJCAD Electricalの機能の設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 器具番号/線番の順序： 

器具番号や線番を自動配置する際の順番を指定します。 

⚫ 帳票作成時、指定行幅内に文字が入りきらない場合： 

設定行幅よりも文字が長くなる場合でも、そのままの文字サイズで書き出されます。 

現在の IJCAD Electrical では[そのまま出力する]のみ設定が可能です。 
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⚫ ロケーションボックス： 

ロケーションボックスで使用する端子/コネクタシンボルのパスを設定します。 

[ロケーション]コマンドの詳細は後述「13.ロケーション」をご参照ください。 

 

サンプルの端子シンボルは、以下のフォルダに登録されています。 

 C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\シンボル\ロケーション端子 

 

[参照]ボタンをクリックして、任意のシンボルを選択します。 

 

設定した端子/コネクタシンボルのイメージは、下記画像の赤枠部に表示されます。 
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⚫ 配線スタイル： 

 交差点： 

配線の交差位置に、マークシンボルを付与するかを設定します。 

現在の IJCAD Electrical では、[なし]のみ設定が可能です。 

 分岐点： 

配線の分岐位置に、マークシンボルを付与するかを設定します。 

現在の IJCAD Electrical では、[交点マーク]のみ設定が可能です。 

⚫ ジャンプシンボルの半径： 

[IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ジャンプシンボル設定]で使用する、ジャンプシンボルの大きさ

を設定します。  

 

 

 

 

⚫ ツイストシンボルの幅： 

[IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ツイスト]で使用する、ツイストシンボルの幅を設定します。 

 

 

 

 

⚫ クロスリファレンス表示形式： 

図枠アドレス形式： 

図枠データの作成時に設定する、アドレスの表示形式を設定します。 

現在の IJCAD Electrical では、[水平–垂直]のみ設定が可能です。 

リファレンス先表示形式： 

リファレンス（回路シンボルの[接点/コイル]や、渡りシンボルの[渡元/渡先]などの位置

関係情報）の表示形式を設定します。 

現在の IJCAD Electrical では、[ページ番号-アドレス]と[ページ名-アドレス]の設定が可

能です。 

※ページ番号：ページ設定内のページ番号で、システムが自動的に発番する番号 

 ページ名 ：ページ設定内のページ名で、実ファイル名、任意のファイル名 

 アドレス ：図枠アドレスの設定による、図枠のアドレス 
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⚫ 接続ポイント： 

[IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [接続ポイント]で配置する、フリーシンボル用接続ポイントの形

状やサイズを設定します。 

形状： 

接続ポイントの形状を選択します。 

サイズ： 

接続ポイントのサイズを設定します。 

 

 

 

 

⚫ ケーブル端子： 

ケーブル端子用のシンボルのパスを設定します。 

パスの設定をしていない場合、[ケーブル定義]コマンドを使用することができません。 

ケーブル定義についての詳細は、後述「16.ケーブル定義」をご参照ください。 

ケーブル定義で定義した情報は、以下の機能で出力対象とする事ができます。 

➢ ケーブル製作図 

➢ 帳票出力＞ケーブルリスト(PRO製品) 
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⑤ [接点表]タブの内容を設定します 

[接点表]タブでは、接点表に関する設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点表既定フォーム： 

既定の接点表フォームを設定します。 

 

※接点表フォームは、回路図の同一器具番号のシンボルごとに設定することが可能です。 

 回路シンボルに接点表が設定されていない場合、[接点表既定フォーム]に設定された 

 フォームを使用して接点表を作成します。 

 接点表についての詳細は、「14.接点表」をご参照ください。 

※図枠の下側に、等間隔で並べるような処理はできません。 
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サンプルの接点表フォームは、以下のフォルダに登録されています。 

 C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\接点表 

 [接点表既定フォーム]が空欄の場合は、以下のファイルが使用されます。 

C:\Program Files\ITJP\IJCAD Electrical <バージョン> <グレード> 

\Template\dwg\DefaultContactTable.dwg 

 

DefaultContactTable.dwg を編集する場合： 

「DefaultContactTable.dwg」を編集前にバックアップし、デスクトップなどに移動後、 

開いて形状や各属性を編集します。（接点表の編集については、「IJCAD Electrical 基本マ

ニュアル-マスタ作成」の「5.接点表作成」を別途ご参照ください。） 

その後、元のパスへ上書きコピーします。 

※1 <バージョン><グレード>の部分は、お使いの製品に合わせて読み替えてください。 

※2 Windows OSの仕様により、C:\Program Files配下のファイルを直接編集・上書き 

  することはできません。そのため、一度デスクトップなどに移動して編集します。 

 

 

⚫ コイル～接点表 挿入基点 の距離：X とＹ： 

接点表の作成時、コイルから接点表までの距離を設定します。 

例えば「X:０」,「Y:-25」の場合、コイルの挿入基点から下図のように接点表が挿入 

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ アドレス表記： 

接点表に転記されるコイルや接点のアドレス情報（位置情報）について、ページ番号 

（システム上で自動付与される番号）かページ名のどちらを使用するかを設定できます。 

※アドレスの表記は、使用する図枠のアドレス線設定に準拠します。 

×   

×   
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⑥ [シンボル]タブの内容を設定します 

[シンボル]タブでは、シンボルの各機能に関する設定を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 回路シンボル： 

属性の上詰め： 

 

回路シンボルの図面配置時、シンボル属性の表示が歯抜けになった場合に属性を上詰めし

ます。（縦方向、X軸の座標が、同じで、グループ分かれていた場合、各グループの最上

位の属性に対して、上詰めされる） 

 

 

属性の上詰めのルール： 

各属性における文字プロパティの「文字基点」が、一致するものを同グループとし（X軸方

向で基点が一致）、一致するグループが複数ある場合は、それぞれのグループに対して回路

図中の表示/非表示に関わらず、同グループ内の一番上の位置から順に上詰めを実行します。 

・上詰め対象の属性： 

シンボルのマスタデータ作成時の一覧の並びで、属性全て（TAG ～ USERDEF15） 

※属性の配置後に、任意に属性の配置位置を移動された場合で、文字の基点の X座標が同

一の属性は、マスターデータ作成時の一覧の並びで、上詰めとなります。 

上詰めを任意の配置位置のままにされたい場合は、対象の属性の配置の X座標を 0.1mm

でも異なる配置にズラしておくと、その 0.1mmのグループ毎にマスターデータの一覧の

並びになります。 

・対象外の属性： 

接続ポイント配置時の接続ポイントや端子番号、端子コメント 
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（回路シンボル属性の上詰めの例） 

以下の属性値を持つサンプルの回路シンボルについて説明します。 

枠内の①～③の属性は、それぞれが Y軸方向での同一基点を持ち、上詰め対象のグループとし

て扱われます。 
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このサンプルシンボルを、下記ダイアログの設定値で回路図ページ上に挿入します。 

また、ダイアログ上の属性名と、元シンボルデータの属性の対応については以下の通りです。 

 

① 

器具番号  ：TAG 

メーカー  ：MAKER 

② 

グループ No ：GROUPNO 

③ 

A接点上限 ：COUNTA 

B接点上限  ：COUNTB 

定格    ：SPEC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上詰め設定：なしの場合、属性値が元シンボルデータの属性位置と同じ位置にそのまま配置 

されます。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上詰め設定：ありの場合、属性値が元シンボルデータのグループごとに上詰めされて配置 

されます。 

上詰め後の属性位置は、元シンボルデータの属性位置の上部から順に配置されます。 
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⚫ 書式（リファレンス）： 

項目： 

ページ名、ページ番号、アドレス、アドレス（水平）、アドレス（垂直）の選択肢があ

り、項目を選択し「追加」ボタンで、書式フィールドにセットし接点のリファレンス属

性のアドレス表記の書式を設定します。 

先頭と末尾に「（ ）」かっこの設定や変

数の項目間にハイフン（ - ）やアンダー

バー（ _ ）などの有無、任意の区切り文

字を入力できます。 

属性編集画面内のリファレンスの表示例は

以下なります。 

属性編集内の表示にチェックを付けると図

面内の接点のリファレンスとして表示可能

です。 

 

   

以下のように設定すると 

 

 

 

（ページ名-アドレス（水平）アドレス（垂直））／ページ番号-アドレス（水平）-アドレス（垂

直） 

（002-B6）                  2-B-6 

 

※書式欄が未設定の場合は、「形式タブ」内の「クロスリファレンス表示形式＞リファレン

ス書式形式」の設定内容で表記されます。 

※「形式」タブ内の「クロスリファレンス表示形式＞リファレンス先表示形式」は、アドレ

スは図枠アドレスで設定される［水平–垂直］のみの為、ここでの「アドレス」も同様とな

ります。「水平」と「垂直」の区切り記号は「-」の固定で、未記入にできません。 

この書式（リファレンス）で設定することにより、接点のリファレンス属性のアドレス表記

に、区切りの有無や、前かっこ、後ろかっこが設定できます。 
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⑦ [OK]ボタンをクリックします 

[プロジェクトマネージャ]ダイアログに作成したプロジェクトが表示されます。 

また、図面保存先として設定したパスに、プロジェクト名のフォルダが自動作成されます。 

 

 

ページやフォルダを作成していくと、 

以下のようにツリー表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動作成されたフォルダ内に. sqlite3ファイルが自動作成されます。 

このファイルは IJCAD Electricalの機能を使用するために必ず必要なデータベース 

ファイルとなります。 

対象のプロジェクトが不要にならない限り、絶対に削除しないでください。 

削除してしまうと、プロジェクトや含まれる図面一式を読み込むことができなくなります。  
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 プロジェクトマネージャ：新規ページ作成（回路図） 

IJCAD Electricalの機能を活用して作図するために、プロジェクトマネージャからページ図面ファイルを 

作成します。 

① プロジェクトマネージャ内の[新規ページ]ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

[ページ設定]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

58 

② ページ設定を行います 

[ページ設定]ダイアログの各タブの内容を設定します。また、ページ種別は「回路図」を選択

します。 

各タブの設定内容については、「5.プロジェクトマネージャ：新規プロジェクト作成」をご参

照ください。 

※ページ設定では、プロジェクト設定の一部の設定値が初期値として反映されます。 

 

⚫ ページ名： 

ページ図面名を入力します。実体の図面ファイル（ページ名.dwg）は、プロジェクトが 

格納されているフォルダ内に作成、保存されます。 

 

※ページ名は、フルパス（絶対パス）で OS上の制限を超えないようご注意ください。 

 また、OS上で制限されている文字は使用できません。 

（「3.新規プロジェクト作成 ファイルやフォルダに使用できない名称」） 

 

⚫ 図枠： 

[参照]ボタンから、使用する図枠を設定します。 

参照先のフォルダは、[システム設定] ＞ [図枠参照パス]の設定値となります。 

⚫ 作図尺度： 

➢ 尺度を考慮して作図する（従来）：従来の尺度の設定のまま分子/分母の設定値に 

                応じて機器配置図の場合、図枠は、登録した 

                サイズのまま配置され、シンボルなどは、尺度 

                に応じて、縮小、拡大して配置されます。 

➢ 実寸で作成する   ：設定した尺度に応じて、図枠が、尺度変更して 

                配置されます。 

                シンボルなどは、実寸サイズで、配置されます。 

⚫ ロケーション： 

ページ全体のロケーション名を入力します。 

ロケーションは、機器配置図において、DBマネージャを利用して筐体や中板を作成する 

場合に必要となります。 

「〇〇盤」「〇〇装置」「〇〇パネル」など、作成する回路図に合わせたロケーション名

を入力しておくことにより、DBマネージャと連携した機器配置図の作成に活用できま

す。 

また、ロケーション毎のリファレンスや帳票作成なども可能になります。 

 

ロケーションについての詳細は、「13.ロケーション」をご参照ください。 
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③ 新規ページ図面が開きます 

[ページ設定]ダイアログで、設定を入力後に[OK]ボタンをクリックすると、新規のページ 

図面が開きます。 

このページ図面の作図エリアにおいて、 [IJE]タブから電気設計用の Electrical専用コマンド

が使用可能になります。 

 

[IJE]タブ上の電気設計用の Electrical専用コマンドは、プロジェクトマネージャから作成 

されたページ図面でのみ使用可能です。 

Drawing1.dwgなどの通常の.dwg図面上で Electrical専用のコマンドを起動しても、使用

することはできません。 

※Drawing1.dwg：IJCAD Electrical起動直後に開かれている.dwgファイル 

 

逆に、[IJEConfig]タブ上の設定やマスタデータ作成に関するコマンドは、通常の.dwg図面

上でのみ実行が可能です。 
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＜ページ図面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

※ツールバーは、任意の位置に配置してご使用ください。 

表示されていない場合は、IJCAD Electricalの表示ウインドウ右上にある「タイプ」メニュ

ーの [表示] ＞ [ツールバー] を選択し、表示されるダイアログ最下部にあるツールバー名

「IJEConfig」「IJE」を選択したのち、任意の位置に配置してご使用ください。 

ツールバー：「IJE」 

 

 

ツールバー：「IJEConfig」 
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※ツールバーの他に、「メニューバー」表示も可能です。 

IJCAD Electricalの表示ウインドウ右上にある「タイプ」メニューの [表示] ＞ [メニューバ

ー] を選択し、表示することが可能です。 

 

IJEConfig 用        IJE用（コマンド数が多いので、一部を割愛しております。） 

 

 

 

 

 

 

 

6-1. 図面保存（ページ図面） 

作図、編集済みのページ図面を保存する場合は、IJCAD Electrical用の情報の保存を行います。 

⚫ [単一ページ図面保存]：アクティブな図面だけを保存する場合： 

[IJE]タブ ＞ [管理] ＞ [単一ページ図面保存]を実行します。 

複数図面を開いていた場合でも、現在アクティブになっている図面だけを保存します。 

プロジェクト内の全図面の情報を更新しませんので、最終的には、「全図面保存」を実行して

プロジェクト内の全体的な情報更新してください。 

 

 

 

 

⚫ [全図面保存]：すべての図面を一括で保存する場合： 

[IJE]タブ ＞ [管理] ＞ [全図面保存]を実行します。 

※他のプロジェクト内のから開いている図面（参照用に開いていても）も保存されます。 
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⚫ [プロジェクトマネージャ内の図面保存]：図面を項目別に保存する場合： 

[プロジェクトマネージャ]で該当のプロジェクト・フォルダ・ページを右クリックし、 

[図面保存]を実行します。 

プロジェクト選択時： 

プロジェクト配下のフォルダやページ図面のうち、アクティブな図面を保存します。 

フォルダ選択時： 

フォルダ配下のページ図面のうち、アクティブな図面を保存します。 

ページ選択時： 

選択したページ図面のうち、アクティブな図面を保存します。  

 

 

[IJE]タブから Electrical機能を使用して作図、編集を行った場合、必ず Electrical 用の図面保存

を実行してください。図面とデータベースとの間で不整合が発生する原因となります。 

また、一括処理系コマンドや帳票出力、整合性チェック（PRO版のみ）を実行する際には、最新

の状態をデータベースへ反映させるため、直前に Electricalの[全図面保存]を実行してください。 

 

これらのコマンド以外で挙動がおかしい場合にも、Electrical用の図面保存を行うことでデータ 

ベースが更新され、解決する場合があります。 

 

 

6-2. 全図面終了（ページ図面） 

作図、編集済みのページを、保存せずに終了します。 

⚫ すべての図面を一括で終了する場合： 

[IJE]タブ ＞ [管理] ＞ [全図面終了]を実行します。 
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  ※終了する図面に変更が加えられている場合、保存の確認ダイアログが表示されますが、 

[はい]を選択した場合でも Electrical用の情報の保存は行われません。 

Electrical用の情報の保存が必要な場合は、[キャンセル]を選択して処理を中断してから、 

前述の Electrical用の保存を実行してください。 

 

⚫ 図面を項目別に終了する場合： 

[プロジェクトマネージャ]で該当のページ図面を右クリックし、[図面破棄終了]を実行しま

す。 

プロジェクト選択時： 

プロジェクト配下のフォルダやページ図面のうち、アクティブな図面を終了します。 

フォルダ選択時： 

フォルダ配下のページ図面のうち、アクティブな図面を終了します。 

ページ選択時： 

選択したページ図面のうち、アクティブな図面を終了します。  

  ※[プロジェクトマネージャ]の右クリックから図面を破棄終了すると、図面が変更されている 

場合でも、確認ダイアログが表示されずにそのまま終了します。 

6-3. 作成済みのページ図面の削除 

作成済みのページ図面を、[プロジェクトマネージャ]の一覧から削除します。 

 

6-3.1 プロジェクトから除外 

[プロジェクトマネージャ]で該当のページ図面を右クリックし、[プロジェクトから除外]を実行しま

す。 

[プロジェクトマネージャ]の一覧からページ名が除外され、データベース連携の対象外となります

が、実体のページ図面ファイルは削除されません。 

 

6-3.2 削除 

[プロジェクトマネージャ]で該当のページ図面を右クリックし、[削除]を実行します。 

[プロジェクトマネージャ]の一覧からページ名が除外されるだけではなく、実体のページ図面 

ファイルを完全に削除します。削除後の復元はできないため、ご注意ください。 
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6-4. ページの並び替え 

[プロジェクトマネージャ]に表示された、ページ図面の並び順を変更します。 

① プロジェクト・フォルダ・ページのいずれかを右クリックして[ページ並び替え]を

選択します 

[並び順設定]ダイアログが表示されます。 

⚫ プロジェクト選択時 ： 

選択したプロジェクト配下のすべてのページが一覧表示されます。 

⚫ フォルダ選択時： 

選択したフォルダ配下のすべてのページが一覧表示されます。 

⚫ ページ選択時： 

選択したページと同階層のページが一覧表示されます。 

 

② 並び替えるページ名を選択後、[▲][▼]をクリックして、並び順を変更します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [確定]をクリックします 

フォルダ間でページの移動を行うなど、フォルダ構造が変更される並び替えは実行できません。 
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6-5. プロジェクトのコピー 

[プロジェクトマネージャ]上で、登録されているプロジェクトをコピーします。 

① コピー元のプロジェクトを右クリックして、[プロジェクトのコピー]を選択します 

「コピー先のフォルダを選択してください」画面が表示されます。 

 

② コピー先のフォルダを選択後［フォルダーの選択］を選択します 

画面内でコピー先の対象のフォルダを選択します。 

例として、 

C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\サンプル・プロジェクト フォルダを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ プロジェクトマネージャにコピーされたプロジェクトが、追加されます。 

 

 

 

 

 

登録先以外の保存先を選択した場合で、プロジェクトマネージャに同名の登録は行えませんの

で、コピー後のプロジェクト名末尾に「ーコピー」又は「ナンバリング」されます。 
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6-6. 名前変更 

[プロジェクトマネージャ]上のプロジェクト名やフォルダ名、ページ図面名を変更します。 

① プロジェクト・フォルダ・ページのいずれかを右クリックして、[名前変更]を選択

します 

選択項目の名前部分が変更可能状態になるため、任意の名前に変更します。このとき、実体の

フォルダやファイル名も変更されます。 

※1 名前変更する項目の同じ階層に同名のフォルダやファイルがある場合は、名前変更を実行

できません。 

※2 対象のプロジェクトまたはフォルダ内のファイルが開かれている場合は、名前変更を実行 

  できません。 

※3 対象を選択済みの状態で文字をマウスでクリックしても編集可能です。 

「Backspace」キーで文字を消すことはできますが、「DEL」キーでは文字を削除できま

せん。 

※キーボードの「DEL」キーはご使用いただけません。 

文字を削除される場合は、対象文字の後ろから「Backspace」で、お願いいたします。 

 

6-7. 簡単 IJE パレット の表示 

[プロジェクトマネージャ]上から[簡単 IJEパレット］を表示します。 

① プロジェクト・フォルダ・ページのいずれかを右クリックして、[簡単 IJE パレッ

ト]を選択します 

[簡単 IJEパレット］が、非表示状態の場合に[環境設定＞ユーザ設定＞ビギナーモード]タブの

設定内容に伴い表示されます。 
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 回路シンボル配置 

回路シンボルを図面に配置します。 

7-1. シンボル配置 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [シンボル配置]をクリックします 

 

 

 

 

[シンボル配置]ダイアログが表示されます。 

挿入する回路シンボルの方向を、ダイアログ右端の「縦方向」「横方向」から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ダイアログのツリーに表示されたフォルダ上で右クリックを実行するとポップアップ 

メニューが表示され、以下の操作が可能です。 
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⚫ 展開： 

選択したフォルダの直下フォルダを展開します。 

⚫ すべて展開： 

選択したフォルダの配下フォルダをすべて展開します。 

⚫ 折りたたみ： 

選択したフォルダを折りたたみます。 

⚫ フォルダを開く： 

選択したフォルダをエクスプローラーで開きます。 

 

※[シンボル配置]ダイアログを開いた状態で、エクスプローラー側でフォルダ内のシンボ

ルファイルを編集すると、データ不整合の原因となります。 

シンボルファイルの編集の際は、[シンボル配置]ダイアログを閉じてから行ってくださ

い。 

 

② シンボルを選択します 

図面上に配置するシンボルのイメージ画像を選択し、ダブルクリックします。 

ダイアログ上部の「シンボル表示小」「シンボル表示大」から、シンボルイメージ画像の表示

サイズを変更できます。 
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また、シンボルのイメージ画像上で右クリックを実行するとポップアップメニューが表示 

され、以下の操作が可能です。 

 

 

 

 

 

 

⚫ シンボル配置： 

 選択したシンボルを図面上に配置します。 

⚫ ファイルを開く： 

選択したシンボルを、編集可能な状態で開きます。 

シンボルファイルの編集や、属性データの確認が可能です。 

⚫ フォルダを開く： 

シンボルデータが格納されているフォルダを、エクスプローラーで開きます。 

 

※[シンボル配置]ダイアログを開いた状態で、エクスプローラー側でフォルダ内のシンボ

ルファイルを編集すると、データ不整合の原因となります。 

シンボルファイルの編集の際は、[シンボル配置]ダイアログを閉じてから行ってくださ

い。 
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③ シンボルを配置します 

シンボルを図面上に配置します。 

配線上にシンボルの接続ポイントが重なるように配置すると、配線が自動で中継されます。 

 

 

シンボル配置時の注意点： 

・必ずグリッドスナップを使用してください。 

・オブジェクトスナップはオフにしてください。 

 オブジェクトスナップをオンとしている場合、意図しない位置にシンボルが挿入され、 

 配線との接続ポイントがうまく取得できないなどの問題が発生する可能性があります。 

 

 

④ 属性値を入力します 

シンボルを配置後、[属性編集]ダイアログが表示され、各属性名に属性値を入力します。 

 

※1 入力可能な各属性名は、シンボルデータ作成時のシンボル種別や挿入属性によって異なり 

  ます。詳細は「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「2.シンボル作成」を 

  別途ご参照ください。 

※2 [ページ設定] ＞ [シンボル]タブで属性の上詰めが設定されている場合、非表示属性は 

上詰めされます。詳細は「5.新規プロジェクト作成 属性の上詰めのルール」をご参照 

ください。 
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リンク先の表示 

＜接点の属性例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コイルの属性例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 表示： 

チェックを入れた属性は、シンボル配置時に図面上で表示されます。 

⚫ 属性名： 

シンボル用の属性名称で、シンボルデータ作成時に登録された属性が表示されます。 
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⚫ 属性値： 

各属性の属性値を入力します。 

※部品表を作成する場合、属性名「器具番号」は入力必須項目となります。 

⚫ カタログとリンク： 

カタログ（部品データベース）に登録されたデータを、各属性値に転記します。 

詳細は「7-1.1 カタログとリンク」をご参照ください。 

⚫ ダイアログ右側のリスト： 

コイルや接点のシンボルにおいて、[端子リスト]属性に特定の書式で属性情報を入力する

と、端子情報が一覧で表示されます。 

詳細は「14.接点表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 呼び合いコード取得： 

シンボル種別が「渡り」の場合に有効となり、渡りシンボルの呼び合いコード（渡元、渡

先の接続を認識するための情報）を設定します。 

詳細は「8-8. 配線渡り処理」をご参照ください。 

⚫ 器具番号プロジェクト参照： 

作業中のプロジェクト内に登録済の「器具番号」情報を取得します。 

１．「器具番号プロジェクト参照」ボタンを選択すると「機器番号参照」画面が表示され、

プロジェクト内に登録されている「器具番号」が一覧で表示されます。 
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２．リスト内から参照する「器具番号」を選択して「OK」を押すと、「属性編集」ダイアロ

グ内の「器具番号」に取り込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他のプロジェクト内に登録済の「器具番号」情報を取得することも可能です。 

１．「器具番号プロジェクト参照」ボタンを選択後、プロジェクト名の右にある「参照」ボ

タンを選択し、異なるプロジェクトを選択します。 

２．対象のプロジェクト内の「IJE_プロジェクト名.sqlite3」ファイルを選択後、「開く」

を押します。 

３．開いたプロジェクト内に登録されている「器具番号」一覧が表示されます。 

４．任意の「器具番号」を選択して「OK」を押すと、「属性編集」画面内の「器具番号」に

取り込まれます。 

⚫ 器具番号シンボル参照： 

編集中の図面内に配置して「器具番号」入力済のシンボルを選択すると、その情報を参照

して「器具番号」に取り込みます。 

⚫ 並び替え： 

[属性編集]ダイアログの各属性の表示順を並び替えます。表示順を変更する属性を選択し

て[▲][▼]ボタンで移動後、[確定]ボタンで決定します。 
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⚫ プライマリー： 

チェックを入れたシンボルは、部品表/部品集計表作成時の抽出対象になります。 

⚫ 器具番号カウントアップ： 

[連続挿入]の実行時、器具番号の末尾の数値をカウントアップして連続挿入します。 

⚫ 付属品設定： 

[カタログとリンク]で付属品を含むアセンブリデータを割り当てた際に有効となり、 

付属品の有無などを設定します。 

⚫ 連続挿入： 

シンボルを連続挿入します。 

⚫ 挿入： 

シンボルを 1回挿入します。 

 

7-1.1 カタログとリンク 

[カタログとリンク]機能を使用すると、カタログ（部品データベース）に登録されている機器データ

の属性値を、シンボルの属性値に転記することが可能です。 

カタログデータの作成については、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「6.カタロ

グ」を別途ご参照ください。 

① [属性編集]ダイアログで[カタログとリンク]をクリックします 

[カタログ]ダイアログが表示されます。 
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② リンクするデータを検索し、割り当てます 

製品の各タイトル行の ボタンから、製品を絞り込むことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、［Ctrl + F］キーを入力すると[型番検索]ダイアログが表示され、該当する型番の 

機器データを検索できます。 

 

 

 

 

該当の機器データやアセンブリをダブルクリックし、シンボルへ割り当てます。 

 

7-1.2 [シンボル配置]ダイアログのその他のメニュー、機能 

 

 

① ツリーにパス追加 

シンボルデータが格納されたフォルダを、新しくツリーに追加します。 

シンボルツリーの登録数は、5つ迄です。 

1. [ツリーにパス追加]をクリックします。 

2. [フォルダの参照]ダイアログが表示されるため、シンボルデータが格納されたフォルダ

を選択します。 

デフォルトのシンボルデータは、下記パスに格納されています。 

 C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\シンボル 

3. 選択したフォルダがリストに表示されます。 
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② ツリーからパス除外 

シンボルデータが格納されているフォルダを、ツリーから除外します。 

1. 除外したいシンボルパスを、ツリーからを選択します。 

2. [ツリーからパス除外]をクリックします。 

 

 

 

 

 

3. [除外確認]ダイアログが表示されるため、[はい]をクリックします。 

 

※[ツリーからパス除外]は、シンボルフォルダの一番上の階層を選択している場合のみ、 

 有効になります。 

 

③ ツリー展開 

[シンボル配置]ダイアログに登録されている、全てのツリーを展開します。 

 

④ フォルダ展開 

選択したフォルダ配下のツリーを展開します。 

 

⑤ ツリー折りたたみ 

[シンボル配置]ダイアログに登録されている、すべてのツリーを折りたたみます。 

 

⑥ シンボル表示小／大 

[シンボル配置]ダイアログで表示されるシンボルのイメージサイズを切り替えます。 
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⑦ 縦/横方向 

IJCAD Electrical用のシンボルとして登録されているシンボルの、回路シンボル用シンボルが

以下のルールで登録されている場合に、方向を切り替えます。 

➢ 「_V」が含まれる場合：縦方向 

➢ 「_H」が含まれる場合：横方向 

回廊シンボル・機器シンボルに関わらず、この文字の組み合わせがある場合は、ファイル末尾

以外でも方向を切り替える対象になります。 

例：「TESTSYM_V123_H.dwg」の場合は、縦方向で表示されますのでご注意下さい。 

7-2. 機器参照（外形図からの回路図作成） 

［機器配置図］内で、機器シンボルとして配置した機器の情報から、回路図内に回路シンボルを配

置します。 

このコマンドを実行する場合、以下の設定および準備が必要です。 

以下が整っている場合に、回路図面内に［機器参照」コマンドで回路シンボルの配置が行えます。 

➢ ［カタログ］の製品＞［回路図］項目（カラム）に、回路図用シンボル又はパターン登録済の

ファイルのフルパスを設定する。 

 

 

 

 

 

 

➢ [機器配置図］で、DBマネージャで配置した中板に［機器シンボル挿入］＞［機器配置］の

「その他」ボタン押下＞［シンボル配置］からファイルツリー内の「機器」の中の任意のシン

ボルを配置する。 

［属性編集］の「カタログとリンク」ボタンでフルパスが入っている製品を設定する。 

その後「参照編集」内の「変更を保存」後、「全図面保存」行い情報を更新する。 

7-2.1 機器参照 

例として、「機器配置図」に、回路図に内に配置していない機器シンボルを配置してあったと

します。 

① 元の回路図を開き、[IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [機器参照]をクリックします 
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② [回路図シンボル配置]ダイアログが表示されます。 

［機器配置図］で、挿入・登録された情報を元に、配置するリストが表示されます。 

 

 

上記の条件を満たしている場合に、登録されている配置可能かリストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 参照リスト内から選択して、配置します。 

配置するリストの例として［MCB01］（上側）を選択して、［OK］又は、ダブルクリックし

ます。 

例として設定しているのは、以下のパス設定となります。 

C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\シンボル 

\回路\配線用遮断器\MCCB-3P_F1_V.dwg 

 

 

 

 

 

 

 

 

[回路図シンボル配置]ダイアログが表示され、機器配置図で［機器シンボル挿入］から配置し

て、「カタログとリンク」から取り込んだ各属性名の属性値を入力します。 
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④ シンボル配置 実行時 

シンボルを配置する場合は、通常の回路シンボル配置と同様の動作で配置されます。 

➢ 配置先に、配線が無い場合：パス設定で指定した、シンボルファイルが挿入位置に 

             配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 配置先に、配線が有る場合：配置時に、配線の作図に応じて、配置されます 

            （縦配線、横配線用のシンボルが有る場合） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ シンボル配置時の注意点 

シンボル配置時に、器具番号末尾に数値が有る場合、［属性編集］ダイアログ内の 

［器具番号カウントアップ］にチェックが、入っていた場合、自動的に末尾の値がカウントア

ップされます。 

そのまま配置すると[回路図シンボル配置]ダイアログ内に、選択したリストが残りますので、

この［器具番号カウントアップ］のチェックを必ず確認し外して、配置してください。 

 

 

※［器具番号カウントアップ］入力は、行わないようにしてください。 
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⑥ シンボル配置後 

[回路図シンボル配置]ダイアログ内から、配置したリストは消えます。 

 

全て配置されると、このリスト内は無くなります。 

 

7-3. フリーシンボルの配置 

繰り返し使用しないシンボルの場合は、[フリーシンボル]コマンドで暫定的なシンボル（フリーシン

ボル）を作成して、使用することが可能です。 

※フリーシンボルは、ブロックとしての扱いではありませんので、IJCADコマンドの「ブロックエ

ディタ」による編集は行えません。 

7-3.1 フリーシンボル（矩形） 

フリーシンボルを矩形で作成します。 

 

 

 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [フリーシンボル（矩形）]をクリックします 
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② フリーシンボルの矩形を作図します 

図面上で矩形の 1点目と対角点を指定し、作図します。 

 

③ フリーシンボルの基点を指定します 

フリーシンボルの基点を指定します。 

基点の指定後、[シンボル]ダイアログが表示されます。 

 

④ フリーシンボルに使用する属性を登録します 

フリーシンボルに挿入/表示する属性値を登録します。 

各入力項目の詳細は、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「2-1.回路シンボ

ル作成」を別途ご参照ください。 

※属性の挿入位置とフリーシンボルの挿入基点を同じ位置に設定すると、属性のみをグリップ

して移動できなくなります。 

また、フリーシンボルは IJCAD標準のブロックエディタなどでは編集できません。ご注意くだ

さい。 
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⑤ 属性値を図面上に挿入する位置を指定します 

ダイアログ内の[属性挿入]をクリックし、図面上の任意の位置へ属性を挿入します。 

 

⑥ 挿入した属性の属性値を入力します 

[属性編集]ダイアログが表示されるため、各属性名の属性値を入力します。 

 

7-3.2 フリーシンボル（多角形） 

フリーシンボルを多角形で作成します。 

 

 

 

 

 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [フリーシンボル（多角形）]をクリックします 

 

 

 

 

② フリーシンボルの多角形を作図します 

多角形のフリーシンボルの頂点を指定します。作図の終了時は、始点を指定します。 

 

③ フリーシンボルの基点を指定します 

フリーシンボルの基点を指定します。 

基点の指定後、[シンボル]ダイアログが表示されます。 
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④ フリーシンボルに使用する属性を指定します 

フリーシンボルに挿入/表示する属性値を登録します。 

各入力項目の詳細は、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「2-1.回路シンボ

ル作成」を別途ご参照ください。 

※属性の挿入位置とフリーシンボルの挿入基点を同じ位置に設定すると、属性のみをグリップ

して移動できなくなります。 

また、フリーシンボルは IJCAD標準のブロックエディタなどで編集できません。ご注意くださ

い。 

⑤ 属性値を図面上に挿入する位置を指定します 

ダイアログ内の[属性挿入]をクリックし、図面上の任意の位置へ属性を挿入します。 

 

⑥ 挿入した属性の属性値を入力します 

[属性編集]ダイアログが表示されるため、各属性名の属性値を入力します。 

 

7-3.3 接続ポイント追加 

フリーシンボルに対して、接続ポイントを追加します。 

ここで配置される接続ポイントは、プロジェクトやフォルダ、ページ設定内の「形式タブ＞接続ポ

イント」エリアで設定された形状とサイズで作画されます。 
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① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [接続ポイント追加]をクリックします 

 

 

 

 

② 接続ポイントを追加するフリーシンボルを選択します 

 

③ 接続ポイントを挿入します 

追加する接続ポイントの方向を指定し、[挿入]を

クリックします。 

フリーシンボルに対して、接続ポイントを挿入 

する位置を指定します。 

各方向の接続ポイントの追加が完了したら、 

[閉じる]をクリックします。 

配置した接続ポイントには、一緒に配置順に端子

番号属性が、カウントアップされて配置されま

す。 

端子属性には、グリップ用の構成点も表示されますので、配置後に移動が可能です。 

 

7-3.4 接続ポイントの削除 

フリーシンボルに配置した接続ポイントを削除します。 

※すでに配線と接続済みの接続ポイントを削除することは 

できません。 

 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [接続ポイント追加▼] ＞ [接続ポイント削除]をクリ

ックします 

 

② 接続ポイントを削除します 

フリーシンボルから削除したい接続ポイントをクリックします。 

接続ポイントの削除が完了したら、右クリック または [Enter]を押して終了します。 
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7-4. シンボル属性の変更 

図面に配置済みのシンボルの属性値を編集します。 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [属性編集]をクリックします 

 

② シンボルを選択し、属性を編集します 

選択したシンボルの[属性編集]ダイアログが表示されるので、属性を編集します。 

 

7-5. シンボルの移動・複写 

図面に配置済みのシンボルを移動、または複写します。 

 

 

 

 

 

シンボルの移動/複写は、IJCAD標準機能ではなく [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [移動]、

[複写] を使用してください。 

シンボルを IJCAD標準機能の [移動]、[複写] などで編集した場合、配線カットのような

Electrical特有の処理は実行されません。 

 

 

⚫ 移動： 

シンボルを移動します。 

対象のシンボルが回路シンボルの場合、配線のカットや再接続が行われます。 

⚫ 複写： 

シンボルを複写します。 

対象のシンボルが回路シンボルの場合、配線のカットや再接続が行われます。 

複写したシンボルを配置すると[属性編集]ダイアログが表示され、各属性の編集が可能です。 

 

※1 回路シンボルを移動/複写した際、あらかじめ横/縦方向のシンボルの準備があれば、配線向き 

に応じた方向のシンボルが配置されます。 
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横/縦方向のシンボルの準備については、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の

「2-1.1 回路用シンボル名について」を別途ご参照ください。 

※2 外形機器シンボルを移動/複写した際、あらかじめワイプアウトの設定がされており、 

移動/複写先がレール上の場合は、陰線処理を行います。 

7-6. シンボルの置き換え 

図面に配置済みのシンボルを、別のシンボルに置き換えます。 

※接点シンボルを対象にした場合、それぞれ接点種類の更新も行われます。 

この操作ではシンボル庫のシンボルを入れ替えますので、属性の配置位置、表示状態、文字高さ

などが登録時の既定値に戻ります。 

なお、コイル、MSなどのシンボル種類で登録された対象の場合、これらの特性情報は更新され

ませんので、一旦、専用の削除コマンドを実行後に再配置してください。 

 [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [置換]をクリックします 

 

 

 

 

 置き換え後のシンボルを選択します 

[シンボル配置]ダイアログが表示されるため、置き換え後のシンボルをダブルクリックで 

選択します。 

 

 置き換えるシンボルを選択します 

対象シンボルの選択後、②で指定したシンボルに変更されます。 

7-7. 一括属性編集 

シンボルの各属性を一括で編集します。 

⚫ [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [一括属性編集] から実行： 

図面内容を変更している場合は必ず以下のメッセージが表示されますので、「OK」を押してく

ださい。 
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クリックや窓選択を使用して図面上で選択したシンボルに対して、一括で編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ [プロジェクトマネージャ] 上でページ図面を右クリック ＞ [一括属性編集] から実行： 

対象のページ図面に配置されたすべてのシンボルを一括で編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 表示変更： 

このボタンを選択すると、[一括属性編集]ダイアログの左右のスクロールが動きません。 

事前に非表示にする項目を決めてから行ってください。 

必要な項目だけを表示したい場合、このボタンを選択します。 
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表示変更エリアに表示された一覧内のカラム名（タイトル行名称）の表示のチェックを外し

ます。 

 

チェックを外した項目は、非表示になります。 

継続して内容を編集、または右上の×で閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 表示リセット： 

表示変更した設定を元の表示に戻します。 

⚫ エクスポート： 

表示されている項目のみ、任意のファイル名で csvファイルとして外部に書き出せます。 

例）IJE_PROJ_2-回路図-A01.csv 
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書き出したファイルを編集ツールを使用して編集してください。 

エクスポートした csvファイルを Excelで開くと以下のように書き出されていますので、必

要に応じて内容を変更してください。 

以下の部分を編集すると、ファイルをインポートした時に正しく読み込まれません。 

・1行目のタイトル内容の変更 

・列の並び順の変更 

・書き出されている行の編集 

また、インポート時には、エクスポート時の対象と同じ機器・選択順である事が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）器具番号：Mのコメント 1「3～」を、「3～変更する」に変更して保存 
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⚫ インポート： 

   エクスポートしたファイルをインポートします。 

 

変更件数がメッセージに表示された後、インポートを実行します。 

 

 

 

 

インポート結果については、エクスポートした内容の編集が任意となることから、保証の限り

ではございません。編集の際には、十分ご注意ください。 

 

⚫ 親シンボルの変更を子シンボルに反映： 

➢ チェック有：変更を反映します。 

➢ チェック無：変更を反映しません。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

91 

 配線 

8-1. 配線 

IJCAD Electricalでは、Electrical専用のコマンドを使用して配線を作図します。 

専用コマンドから配線を作図することで、シンボル間の自動配線処理、線番入力、接続情報の抽出

などが可能となります。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [配線]をクリックします 

 

 

 

 

② 配線を作図します 

※配線を作図する際は、必ずグリッドスナップを使用してください。 

配線の作図位置がずれ、シンボルとの接続が認識できない原因となる可能性があります。 

1. 配線の始点を指定します。 

2. 折れ曲がり箇所は、左クリックで指定します。 

その他、コマンドラインには、オプションで、以下の選択が、表示されます。 

必要に応じて値をキー入力すると、水平、垂直以外の配線作図も可能です。 

 

 

 

 

 

3. 配線の作図を終了する際は、[Enter]を押して終了します。 

すでに作図している配線上を始点/終点とした場合は、接続点が自動作成

されます。 

 

③ 必要に応じて、シールド線を作図します 
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1. [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [シールド]をクリックします。 

2. 初回実行の場合、[シールド設定]ダイアログが表示されます。 

配線からのオフセット値、線種、線種尺度を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ オフセット値： 

配線とシールド線の間の距離を指定します。 

 

⚫ 線種： 

シールド線の線種を指定します。 

⚫ 線種尺度： 

シールド線の線種尺度を指定します。 

ページ図面ごとの初回実行時に[シールド設定]ダイアログが表示されますが、 

2回目以降はコマンド実行中に[S]キーを入力することで、設定の変更が可能です。 

3. シールド線を作図する配線を選択します。 

配線上でクリックした位置から、シールド線が作図されます。 
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⚫ 単線へシールド線を作図する： 

[Space]キーや[Enter]キーを押下、または右クリックして進みます。 

⚫ 複相配線へシールド線を作図する： 

[Y]キーを入力し、[Enter]キーを押下します。 

配線の選択が継続するため、残りの配線をクリックや窓選択で選択します。 

 

4. シールド線の終点を指定します。 

 

平行ではない配線が選択されていた場合、下記メッセージが表示され、シールド線の処理は

行われません。 

 

 

5. シールド線が作図されます。 

⚫ 単一の配線の場合： 
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⚫ 複相配線の場合： 

複相配線の一番外側の配線にシールド線が作図されます。 

 

6. 不要なシールド線を削除します。 

不要なシールド線は、[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [削除]から削除します。 

シールド線は対となって作図されているため、片方を削除することで、もう片方も自動

的に削除されます。 

 

 

 

 

 

また、シールド線が作図された配線を削除した場合は、設定されたシールド線も同時に 

削除されます。 

ただし、複数配線の一部を削除した場合は、設定されたシールド線は削除されません。 
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8-2. 複数配線 

2相や 3相など、複相の配線を作図します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [複数配線]をクリックします 

 

 

 

[複数配線]ダイアログが表示されます。 

 

② 配線情報を設定します 

配線方向または開始場所、配線間隔、配線数を指定して[OK]をクリックします。 

開始場所[配線]または[シンボル]についての詳細は、「6-2.1 開始場所 [シンボル]」、 

および「6-2.2 開始場所 [配線]」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

③ 複数配線の始点を指定します 

 

④ 折れ曲がり箇所は左クリックで指定します 

コマンド実行中に[T]キーを入力することで、折れ曲がりの方向を反転します。 

 

 

 

 

⑤ 複数配線の終点を指定します 
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8-2.1 開始場所 [シンボル] 

図面上に配置されたシンボルを始点として、複数配線を作図します。 

① [複相配線]ダイアログで[シンボル]を指定します 

開始場所[シンボル]の指定後、間隔などの設定を行い、[OK]をクリックします。 

 

② シンボルに接続する順番ごとに、配線の接続点を指定します 

すべて選択後、右クリック または [Enter]キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

③ 複数配線を作図します 

 

④ 右クリック または [Enter]キーを押し、複数配線の作図を終了します 

 

8-2.2 開始場所 [配線] 

図面上の複数配線に対して、分岐する複数配線を作図します。 

① [複相配線]ダイアログで[配線]を指定します 

開始場所[配線]の指定後、間隔などの設定を行い、[OK]をクリックします。 

 

② 複数配線に接続する順番ごとに、配線の接続点を指定します 

配線をクリックすると、紫色の丸印が表示されます。 

すべて選択後、右クリック または [Enter]キーを押します。 

丸印の位置を始点として、配線が作図されます。 
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③ 複数配線を作図します 

 

④ 右クリック または [Enter]キーを押し、複数配線の作図を終了します 
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8-3. 配線延長 

ある配線を、ほかの配線に接続される位置まで延長します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [配線延長]をクリックします 

 

 

 

 

② 延長する配線に対して、終端を指定します  

下記画像の赤丸部のように、配線の終端を指定します。 

終端の指定後、接続可能な配線まで自動的に延長されます。（下記画像の青丸部） 

 

 

 

 

 

 

③ [Enter]キーを押して、処理を完了します 

配線の延長後、交点に接続ポイントが配置されます。 

 

8-4. 接続点の作成 

２本の配線に対して、接続点を作成します。  

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [接続点作成]をクリックします 
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② 接続点を作成する２本の配線を選択します 

 

③ 接続点が作成されます 

配線が交わっていない場合は、片方の配線が接続される位置まで延長された後、接続点が 

作成されます。 

 

8-5. 交点再作成 

作図中に配線の交点マークが消えてしまった場合は、交点を自動的に再作成することが可能です。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [交点再作成]をクリックします 

 

 

 

② 交点マークが、本来作成される位置に対して自動的に再作成されます 

この機能で再作成できない場合は、「接続線作成」コマンドをお使いください。 

8-6. ジャンプシンボル 

交差する配線に対して、接続ではないことを表現する場合、ジャンプシンボルを設定します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ジャンプシンボル設定]をクリックします 

 

 

 

② 上側になる配線を選択します 

 

③ 下側になる配線を選択します 

下側になる配線は、複数本の選択が可能です。 
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④ 右クリック または [Enter]キーを押します 

ジャンプシンボルが作成されます。  

 

 

 

 

8-7. ジャンプシンボル反転 

設定したジャンプシンボルを反転します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ジャンプシンボル反転]をクリックします 

 

 

 

② 反転するジャンプシンボルをクリックします 

設定済みのジャンプシンボルが反転します。 
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8-8. 配線渡り処理 

IJCAD Electricalで、別のページ図面との間の配線をシステム上で接続する処理を「配線渡り処理」

と呼びます。 

各ページ図面の配線上のそれぞれの端点に「渡りシンボル」を配置し、配線渡り処理を行います。 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [シンボル配置]をクリックします 

 

 

 

 

[シンボル配置]ダイアログが表示されます。 

最初の配置であれば、スタートになる渡り線番シンボルを選択します。 

 

② [シンボル配置]ダイアログから渡りシンボルを配置します 

シンボル方向を選択後、渡りシンボルをダブルクリックで選択し、図面上に配置します。 

サンプルの渡りシンボルは、以下のフォルダに登録されています。 

 C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\シンボル\渡り 
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③ 渡り元（発側）となる配線の端点を指定します 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 渡りシンボルの属性を入力します 

 

 

 

 

 

⚫ 呼び合いコード： 

渡り線番用の属性で、発側/着側で共通の値を設定すると、ページ間での配線接続が認識 

されます。 

⚫ リファレンス： 

システムで使用している属性であり、本ダイアログ上では使用しません。 

⚫ 呼び合い先： 

渡り線番用の属性で、渡り先（着側）のアドレス（位置情報）が取得されます。 
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各属性を図面上で表示する場合は、それぞれの[表示]欄をチェックします。 

[呼び合いコード取得]ボタンから、すでに設定されている呼び合いコード一覧を表示、設定

することが可能です。[渡り線リファレンス]ダイアログが表示されるため、呼び合いコード

をダブルクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡り先の情報が、[呼び合い先]の属性値に反映されます。 

 

 

 

 

 

属性値を設定して、[挿入]をクリックします。 

 

⑤ 渡り先（着側）シンボルを配置します 

渡り先（着側）シンボルを、①～④と同様の手順で設定、配置します。 

配置後の渡りシンボルは、「IJE＞編集＞クロスリファレンス」の対象となり配置が一覧で確

認可能です。 

※渡り用シンボルの登録に、同じ登録シンボルをお使いにならずに、それぞれ新規にてご登録

をお願いいたします。  
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8-9. ツイストシンボル 

ツイストシンボルを配置し、ツイスト線を作図します。 

ツイストシンボルの幅は、[プロジェクト設定] ＞ [形式]タブ ＞ [ツイストシンボルの幅] から 

設定することが可能です。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ツイスト]をクリックします 

 

 

 

② ツイストシンボルを配置する配線を選択します 

配線をクリックした位置が、ツイストシンボルの頂点になります。 

 

③ ツイストシンボルの形状を決定します 

配線に対してカーソルを移動させると、ツイストシンボルの形状が 

仮表示されます。 

任意の点をクリックして、ツイストシンボルの形状を決定します。 
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 線番 

9-1. 線番を入力する 

9-1.1 線番の入力 

回路図上の配線に対して、線番を入力します。 

線番は単なる文字情報ではなく、配線に対する属性として入力されます。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [線番配置]をクリックします 

 

 

 

[線番]ダイアログが表示されます。 
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② 線番情報を設定します 

⚫ 線番、線番配置方向、線番配置位置、文字サイズ、書式： 

線番の英数字、配置位置などを設定します。 

詳細は「5.新規プロジェクト作成 ③[線番]タブの内容を設定します」をご参照くださ

い。 

一部の設定値は、[プロジェクト/ページ設定]の設定内容が引き継がれます。 

⚫ ワイヤー種別： 

配線の属性情報を設定します。 

設定した属性情報は、接続リスト（PRO版のみ）などの帳票作成時に、属性情報を反映 

させることが可能です。 

[IJEConfig]タブ ＞ [作成] ＞ [ワイヤー種別] から、ワイヤー種別の各設定値を 

あらかじめ作成しておくことが可能です。 

詳細については、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「9.ワイヤー種別」

を別途ご参照ください。 

[表示]にチェックを入れると、各属性情報が図面上に表示されます。 

名称： 

ワイヤー名称を設定します。 

被覆色： 

被覆色を文字情報として設定します。 

線種： 

線種を文字情報として設定します。 

※IJCADシステム上の線種とは異なります。 

線の太さ： 

線の太さ（線径）を文字情報として設定します。 

※IJCADシステム上の線の太さとは異なります。 

説明： 

ワイヤーの説明文を設定します。 

図面表示色： 

[被覆色]を指定した場合、配線の表示色を変更することが可能です。 

※下図のように、「被覆色」のボタンが薄い水色や白色になっている場合、 

                  指示した配線が、黒色になる場合があります。 

 

「ByLayer」ボタンをクリックして薄い水色状態にした後で、配線をクリックしてくだ

さい。 
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⚫ 線番種別： 

[コモン線][アース]から選択する以外に、任意の値を入力することが可能です。 

現在の IJCAD Electricalでは、この属性は表示用のみで使用され、機能には影響しませ

ん。 

⚫ 確定線番とする： 

チェックを入れると、プロジェクトマネージャの右クリックから実行する、線番関連の 

一括処理コマンド（削除、リセットなど）の対象外となります。 

 

③ 線番を配置します 

線番を配置する配線を選択すると、線番が入力されます。 

[線番]ダイアログで[カウントアップを行う]にチェックを入れていた場合、連続して配線を 

選択することで、設定内容通りに線番がカウントアップして配置されます。 

 

【線番配置の例】 

書式設定なし：（線番：開始番号「1」、増分：10進数、カウントアップを実行） 

横配線：    縦配線： 

 

書式設定あり：（ページ番号：「1」、線番：開始番号「1」、増分：10進数、 

カウントアップを実行） 

横配線：    縦配線： 

この場合の［線番］以外の項目は、線番の値としては処理対象外です。 
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④ シンボル（の接続点）で繋がる配線に、別々の線番を設定可能です。 

シンボル（の接続点）で繋がる配線には別々の線番を設定できるようになります。（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、2本以上の配線を同じシンボルの接続点から開始すると下図の赤い矩形内のよう

に、交点マークが発生しますので、配線作図後に削除してください。 

また、「IJE＞配線＞交点再作図」コマンドを実行されますと上記同様に交点マークが再作

図されますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-1.2 複相線番の入力 

2相、3相などの複相配線に対して、一括で線番を入力します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [複相線番]をクリックします 

 

 

 

[複相線番配置]ダイアログが表示されます。 
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② 複相線番情報を設定し、[OK]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 接頭： 

線番の接頭語を付与します。（省略可） 

⚫ 番号： 

線番として使用する番号を設定します。 

⚫ 接尾： 

線番に接尾語を付与します。（省略可） 

※[増分]の場合、線番作成時に該当部分の数字/英字がカウントアップして配置されます。 

 設定値に対応する線番文字のイメージは、ダイアログ右部に表示されます。 
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⚫ 線番を上書きする： 

チェックした場合、すでに線番が配置されている配線に対しても、今回の設定で線番を 

上書きします。 

⚫ 確定線番の場合スキップする： 

[線番を上書きする]がチェックされている場合に設定が可能です。 

チェックした場合、確定線番に対しても、今回の設定で線番を上書きします。 

⚫ 進数： 

カウントアップ時の増分値を 8,10,16進数、またはアルファベットから設定します。 

⚫ 線番配置順： 

線番をカウントアップする順番を設定します。 

⚫ 角度指定： 

チェックした場合、X軸に対する線番文字の角度を設定します。 

⚫ 文字サイズ： 

[指定したサイズ]を選択した場合、線番文字のサイズを任意に変更することが可能です。 

⚫ 確定線番とする： 

チェックした場合、プロジェクトマネージャの右クリックから実行する、線番関連の 

一括処理コマンド（削除、リセットなど）の対象外となります。 

⚫ 配置： 

線番文字の配置位置を設定します。 

 

③ 複相線番を設定する複相配線を選択します 

複相線番を設定する配線を、すべて選択します。 

※デフォルトの設定では、配線を単独でクリックして選択します。 

コマンドの実行中に[S]キーを入力してから[Enter]キーを押下することで、「配線または 

線番を選択[補助線に切替(S)]:」の設定を変更し、補助線を使用して複相線番を一括で記入

することが可能です。 

配線を単独でクリックする設定に戻す場合は、コマンドラインから同様の手順で設定を変更

してください。 

 

 

④ 選択後、右クリック または [Enter]キーを押します 

設定内容に応じて、複相線番が付与されます。 

 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

111 

9-1.3 複相線番の配置イメージ 

水平方向の複相配線への、複相線番の設定例（赤破線は、補助線の指示位置） 
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9-1.4 一括で線番を入力（プロジェクト内の全てのページ） 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクトを右クリック ＞ [一括線番配置]を 

選択します 

[保存確認]ダイアログが表示されるため、[OK]をクリックします。 

その後、[線番]ダイアログが表示されます。 

 

② 線番情報を設定し、[挿入]をクリックします 

対象プロジェクトに含まれるすべてのページ図面の配線に、線番が一括で配置されます。 

 

9-1.5 一括で線番を入力（任意の 1 ページ） 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ ページを右クリック ＞ [一括線番配置]を 

選択します 

[保存確認]ダイアログが表示されるため、[OK]をクリックします。 
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その後、[線番]ダイアログが表示されます。 

 

② 線番情報を設定し、[挿入]をクリックします 

選択したページ図面内のすべての配線に、線番が一括で配置されます。 

 

9-1.6 一括で線番を入力（任意の複数ページ） 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [一括線番配置（ページ）]をクリックします 

 

 

 

[ページ選択]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 対象のページを選択後、[確定]をクリックします 

線番を一括で配置するページを選択します。 

[保存確認]ダイアログが表示されるため、[OK]をクリックします。 

その後、[線番]ダイアログが表示されます。 
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③ 線番情報を設定し、[挿入]をクリックします 

選択したページ図面内のすべての配線に、線番が一括で配置されます。 

 

9-1.7 一括で線番を入力（範囲指定） 

ページ図面内の指定した範囲の配線に対して、線番を一括で配置します。 

 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ ページを右クリック ＞[一括線番配置（範囲）]を 

選択します 

[線番]ダイアログが表示されます。 

 

② 線番情報を設定し、[挿入]をクリックします 

 

③ 線番を配置する範囲を選択します 

範囲の選択後、[Enter]キー または [Space]キーを押します。 

 

④ 選択した範囲内のすべての配線に、線番が一括で配置されます 

9-2. 線番を編集する 

配置済みの線番の属性を編集します。 

9-2.1 線番の編集 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [線番編集]をクリックします 

 

 

 

② 属性を編集する線番 または 配線を選択します 

[線番]ダイアログが表示されます。 
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③ 線番の属性を編集します 

 

④ [更新]をクリックします 

 

9-2.2 一括線番編集 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクト または ページを右クリック ＞ [一括

線番編集]をクリックします 

プロジェクト選択時： 

選択したプロジェクト内のすべてのページ図面の線番が編集対象となります。 

ページ選択時： 

選択したページ図面内の線番が編集対象となります。 

図面の保存後、[一括線番編集]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 各線番の属性を編集します 

 

③ [登録]をクリックします 
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9-3. 線番コピー 

同一の配線に対して、線番文字を複製します。 

同一配線以外の配線に、線番コピーは行えません。 

 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [線番コピー]をクリックします 

 

 

 

② 線番文字を選択します  

 

③ 同一の配線に対して、線番文字の複製位置を指定します 

[線番入力]ダイアログが表示されます。 

 

④ 必要に応じて、線番の属性を編集します 

線番やワイヤー種別など、一部の属性は変更できません。 

 

⑤ [挿入]をクリックします 

複製した線番文字が配置されます。  

 

9-4. 線番を削除する 

9-4.1 一括線番削除（リボンメニュー） 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [一括線番削除]をクリックします 

 

 

 

[一括線番削除]ダイアログが表示されます。 
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② [OK]をクリックします 

確定線番も削除する場合は、[確定線番も削除する]にチェックします。 

ページ内の線番が一括で削除されます。 

 

9-4.2 一括線番削除（プロジェクトマネージャ） 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクト または ページを右クリック ＞ [線番

削除]をクリックします 

⚫ プロジェクト選択時： 

プロジェクト内のすべてのページの線番が削除されます。 

⚫ ページ選択時： 

選択したページ内の線番が削除されます。 

 

② [OK]をクリックします 

確定線番も削除する場合は、[確定線番も削除する]にチェックします。 

図面の保存後、選択したプロジェクト、またはページ内の線番が一括で削除されます。 

 

9-5. 線番リセット 

選択したプロジェクト、またはページ内の線番をリセットし、一括で再割り当てを行います。 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクト または ページを右クリック ＞ [線番

リセット]をクリックします 

⚫ プロジェクト選択時： 

プロジェクト内のすべてのページの線番がリセットされます。 

⚫ ページ選択時： 

選択したページ内の線番がリセットされます。 

 

② 線番リセット」を設定します 

図面の保存後、簡易な[線番]ダイアログが表示されるため、線番の開始番号を設定します。 
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③ [挿入]をクリックします 

②で設定した内容で、線番の再割り当てが実行されます。 

 

9-6. ワイヤー種別編集 

線番に付与されている配線（ワイヤー）種別情報を編集、複写します。 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ワイヤー種別編集]をクリックします 

 

 

 

② 線番 または 線番が配置されている配線をクリックします  

[ワイヤー種別コピー]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線番、または線番が配置されている配線をクリックした場合は、線番に付与されている 

ワイヤー種別情報が[ワイヤー種別コピー]ダイアログに表示されます。 

線番や配線を選択せずにマウスを右クリックした場合は、前回編集時のワイヤー種別情報が[ワ

イヤー種別コピー]ダイアログに表示されます。 
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③ 必要に応じて、ワイヤー種別の各属性を編集します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイヤー種別の各属性の詳細については、「9-1.1 線番の入力 ②線番情報を設定します」を

ご参照ください。 

 

④ 編集後のワイヤー種別を複写する、線番 または 配線を選択します 

[OK]ボタンをクリック後、線番または配線を選択するとワイヤー種別情報が複写されます。 
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 スクート 

IJCAD Electricalでは「スクート」機能により、シンボルや配線を接続状態のまま移動させることが可能で

す。 

10-1. スクート 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [スクート]を選択します 

 

 

 

② スクートする配線を選択します 

 

③ 移動先を指定します 

配線選択時： 

選択した配線に接続されているシンボルや、配置されている線番を含めて移動します。 

※別シンボルを跨ぐ場合など、一部の位置への移動が制限されることがあります。 

この動作は、システム上のデータベース連携における不整合を事前に防止するための、 

IJCAD Electricalの仕様となります。 

 

④ 右クリック または [Enter]キーを押して終了します 
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10-2. 複数シンボルスクート 

複数のシンボルを同時にスクートします。 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [複数シンボルスクート]を選択します 

[複数シンボルスクート]アイコンが表示されていない場合は、

[スクート]アイコン右部の▼をクリックします。 

 

 

 

② スクートするシンボルを選択します 

選択が完了したら、右クリック、または[Enter]キーを押します。 

 

③ 基点を指定します 

スクートの基点を指定します。 

 

④ 移動先を指定します 

 

⑤ 右クリック または [Enter]キーを押して終了します 

 

既存で配置されているシンボルや配線を飛び越えての移動は行いません。 
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10-3. 複数配線スクート 

複数の配線を同時にスクートします。 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [複数配線スクート]を選択します 

[複数配線スクート」アイコンが表示されていない場合は、 

[スクート]アイコン右部の▼をクリックします。 

 

 

 

② スクートする配線を選択します 

選択が完了したら、右クリック、または[Enter]キーを押します。 

 

③ 基点を指定します 

スクートの基点を指定します。 

 

④ 移動先を指定します 

 

⑤ 右クリック または [Enter]キーを押して終了します 

 

既存で配置されている配線やシンボルを飛び越えての移動は行いません。 
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 端子台 

11-1. 端子台情報設定 

回路図ページ中の端子シンボルに対して、端子台設定を行い、共通の端子台番号を設定します。 

端子台設定を行うことで、端子台表の作成が可能になります。（PRO版のみ） 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [端子台情報設定]をクリックします 

 

 

 

 

[端子台]ダイアログが表示されます。 

 

② 端子台番号などの情報を設定します 

既存の端子台番号に対して端子を追加する場合は、左側のリストから選択し[OK]を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

③ 端子台に設定する端子シンボルを選択します 

選択した端子シンボルの[器具番号]属性は、[端子台番号]の値に変更されます。 

 

 

 

④ 各端子シンボルに、端子番号が表示されます 

[端子台]ダイアログで[1つ目の端子台番号を表示]にチェックした場合は、最初に選択 

した端子シンボルについて、[器具番号]属性が図面上で表示されます。 

2つ目以降に選択した端子シンボルは、端子番号のみ表示されます。 
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 クロスリファレンス 

IJCAD Electricalでは「クロスリファレンス」機能により、「リレーのコイル/接点」や「渡り配線の渡り元

/渡り先」などに対して、同一の器具番号や呼び合いコードをキーとしたリファレンス（アドレス）情報の 

確認、および該当シンボル位置への移動を行うことが可能です。 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [クロスリファレンス]をクリックします 

 

 

 

② リファレンスを表示するシンボルを指定します 

[リファレンス]ダイアログが表示されます。 

 

12-1. 渡りシンボルの場合 

同一の呼び合いコードを持つ渡りシンボルのリファレンス情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目上でダブルクリック、または選択状態で[ジャンプ]ボタンをクリックすると、該当のシンボルの 

アドレス位置へ移動します。 
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12-2. 通常シンボルの場合 

同一の器具番号を持つシンボルのリファレンス情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目上でダブルクリック、または選択状態で[ジャンプ]ボタンをクリックすると、該当のシンボルの 

アドレス位置へ移動します。  
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 ロケーション 

IJCAD Electricalでは、「ロケーション」機能を使用して、プロジェクト/ページ内にグループ情報を設定 

します。 

ロケーションを設定することで、図面上で離れた回路でも同一のグループとして扱われ、ロケーション単位

での帳票出力や機器外形図の作成が可能になります。 

ロケーションはページ単位、ロケーションボックス単位、シンボル単位で設定します。 

ロケーションの優先順位は、[シンボル] ＞ [ロケーションボックス] ＞ [ページ]です。 

プロジェクト内の回路図ページに設定されたロケーション情報は、[DBマネージャ]機能 

から機器外形図の筐体の中板を作成する際に利用できます。 

ただし、[DBマネージャ]機能から筐体の中板を作成する場合は、プロジェクト内で登録 

された回路図中のロケーションと、[DBマネージャ]機能から作成した筐体の中板の 

ロケーションが一致している必要があります。 

対象の回路図、および中板に同一のロケーションが設定されていない場合は、 

[DB マネージャ]機能から筐体の中板を作成することはできません。 

 

 

13-1. ロケーションの設定 

13-1.1  ページでのロケーションの設定 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ ページを右クリック ＞ [ページ設定]をクリック 

します 

[ページ設定]ダイアログが表示されます。 
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② ロケーション名を入力します 

ロケーション名を入力して、[OK]ボタンを押します。 

既存のロケーションはリストで表示されるため、既存のロケーションを設定することも可能 

です。 

 

13-1.2  ロケーションボックスでのロケーションの設定 

ロケーションボックスを使用し、回路図ページ中の任意の位置にロケーションを設定します。 

① [IJE]タブ ＞ [ロケーション] ＞ [多角形] または [矩形]を選択します 

 

② ロケーションボックスを作図します 

⚫ 多角形： 

多角形の頂点を指定します。 

作図を終了する場合は、始点を選択、右クリック、または[Enter]キーを押します。 

⚫ 矩形： 

矩形の始点と対角点を指定します。 

 

③ ロケーション名を設定します 

[ロケーション]ダイアログが表示されます。 

新規のロケーション名を入力、または既存のロケーション名をリストから選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [挿入]をクリックします 

ロケーションボックスが、点線表示で図面上に作図されます。 
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13-1.3  シンボルのロケーション 

シンボルの配置時、または属性編集時に[ロケーション]属性欄から設定します。 

ロケーションが設定されたページ、またはロケーションボックス上にシンボルを配置した場合、 

該当のロケーション名がシンボルの[ロケーション]属性に初期値として転記されます。 

ロケーション（多角形／矩形）コマンド実行時には、ロケーションの範囲内に配置されているシン

ボルと配置される端子、コネクタシンボルに、設定したロケーション情報が記入され、ロケーショ

ンを削除すると元のロケーション（ページ設定内で、設定されているロケーション）情報、に戻り

ます。 

13-2. シンボル移動時のロケーション自動変更 

ロケーションが設定されたシンボルを、設定値とは異なるロケーションへ移動させた場合は、下記

のような確認メッセージが表示されます。 

[はい]を選択すると、シンボルの[ロケーション]属性を、自動で移動先のロケーションに変更する 

ことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

13-3. ロケーションの階層化 

ロケーションは、階層情報を設定することが可能です。 

例えば、 

 

【「ロケーション：機械 01」中の「ロケーション：制御盤 02」中の「ロケーション：中板 03」】 

 

のようにロケーションを階層化することで、機器の用途や所属を詳細に区分できます。 

 

ロケーションに階層を設定するには、ロケーション名を上位層から下位層に向かって記述し、 

各ロケーションをアンダーバー（ _ ）で接続します。 

上記の例では「機械 01_制御盤 01_中板 01」となります。 
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 接点表 

接点表には親シンボル（コイル）と子シンボル（接点）のアドレス情報や端子番号、接点種別などを転記 

することが可能です。 

接点表マスタデータの作成については、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ作成」の「5.接点表 

作成」を別途ご参照ください。 

14-1. 接点表作成 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [接点表作成]を選択します 

 

 

 

 

② 接点表を作成する対象の親シンボルを選択します 

接点表を作成する対象の親シンボルを選択します。 

また、既存の接点表を選択した場合は、接点表が 

最新の情報に更新されます。 

 

 

[端子リスト] と [端子リスト 2] 属性について： 

[端子リスト]、[端子リスト 2]属性に特定の書式で情報を登録しておくことで、シンボルの

[属性編集]ダイアログ右部に端子リスト表が表示され、既定の端子番号を親/子シンボルの

[端子番号]属性に転記することが可能です。 

[端子リスト]、[端子リスト 2]属性は、用途が一部異なります。 

端子リスト： 

コイル/接点の組合せ時に使用する、基本的な属性です。 

端子リスト 2： 

コイル/主接点の組合せ時に使用する属性で、[端子リスト]属性と併用して使用します。 

[端子リスト]、[端子リスト 2]属性の設定例については、 

「14-3.接点表作成におけるシンボルの属性入力例」をご参照ください。 
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[端子リスト]属性の書式：  

 接点種別 

P：親コイル 

A：a接点 

B：b接点 

C：c接点 

 端子番号（来先） 

 端子番号（行先） 

これらの項目をカンマ（ , ）で区切り、セミコロン（ ; ）で閉じた組合せを１単位と 

して、各接点の数だけ繰り返します。 

（例 1）2a1bリレー 

【P,1,2;A,13,14;A,23,24;B,31,32】 

 

※C接点の場合は、端子番号を 3つ登録します。 

【共通端子番号、a接点の端子番号、b接点の端子番号】 

（例 2）2C（MY2） 

【P,13,14;C,9,5,1;C,12,8,4;】 

なお、クロスリファレンス処理（XREFLINK更新）において、C接点の処理は自動で 

行われないため、図面上のシンボルの共通配線側に共通端子番号が入るとは限りません。 

必要に応じて、各シンボルの[属性編集]ダイアログから端子番号を手動で入力し、調整 

します。 

 

 

[端子リスト 2]属性の書式： 

基本的には[端子リスト]属性の書式と同様ですが、接点種別において、「P（親コイル）」 

と入力していた部分が、「M（主接点）」に変わります。 

（例 3）3相用主接点+補助接点 1a1b 

【M,1,2,3,4,5,6;A,1,2;B,3,4;】 

[端子リスト]、[端子リスト 2]属性は、あらかじめカタログの機器データに登録しておき

「カタログとリンク」機能で割り当てることも可能です。 
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③ 接点表を挿入します 

挿入後に接点表を移動し、位置を調整します。 

 

 

挿入される接点表について： 

（A）親シンボルの[接点モデル]属性と同名の接点表マスタデータが、システム設定に 

登録されている[接点表参照パス]のフォルダ内にある場合、その接点表マスタデータが 

使用されます。 

（例 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場合、[接点表参照パス]のフォルダ内に「型式 2A2B.dwg」が存在すれば、その接点表 

マスタデータが使用されます。 

 

（B）[接点モデル]属性が未記入、または該当する接点表マスタデータが存在しない場合

は、[プロジェクト/ページ設定] ＞ [接点表]タブ ＞ [接点表既定フォーム] に登録された 

接点表マスタデータが使用されます。 

 

※新規ページの作成時、[接点表既定フォーム]の設定値はプロジェクト設定から引き継がれ

ます。ページ設定側で[接点表既定フォーム]を変更し、ページごとに設定することも可能で

す。 
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（C）[接点表既定フォーム」にも接点表マスタデータが設定されていない場合、システム上

の既定の接点表「DefaultContactTable.dwg」が使用されます。 

DefaultContactTable.dwgの保存先： 

C:\Program Files\ITJP\IJCAD Electrical <バージョン> <グレード>\Template\dwg 

※＜バージョン＞＜グレード＞部分はお使いの製品に合わせて読み替えてください。 

 

 

14-2. 接点表一括作成 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクト名 または ページ名を右クリック ＞ 

[接点表作成] を実行します 

プロジェクト、またはページ内のすべての接点表未作成の親シンボルに対し、自動で接点表を

作成します。 
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14-3. 接点表作成におけるシンボルの属性入力例 

14-3.1  コイルシンボル（コイル/接点の組合せ） 
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⚫ 器具番号： 

各接点シンボルと共通の値を設定します。 

⚫ 接点モデル： 

使用する接点表を指定します。 

詳細は「14-1.接点表作成 挿入される接点表について：」をご参照ください。 

⚫ A 接点数上限： 

機器に対する A接点の最大上限数を指定します。 

（例）型式 2Cの場合：2、型式 2A1Bの場合：2 

⚫ B 接点数上限： 

機器に対する B接点の最大上限数を指定します。 

（例）型式 2Cの場合：2、型式 2A1Bの場合：1 

⚫ 端子リスト： 

特定の書式で属性値を設定することで、ダイアログ右部に端子リストが表示されます。 

詳細は「14-1.接点表作成 [端子リスト]属性の書式：」をご参照ください。 

⚫ 端子番号： 

コイルの端子番号を設定します。 

 

端子リストからの属性転記： 

特定の書式で[端子リスト]属性を設定した場合、[属性編集]ダイアログの右部に端子リスト

が表示されます。 

このとき、端子リスト上で対応するシンボル種別の項目をダブルクリックすると、 

あらかじめ指定していた端子番号が、自動的にシンボルに反映されます。 

端子番号は、属性一覧の端子番号属性に手動で記入して下さい。 

IJCAD Electrical内の機能には、シンボルの対象の端子番号属性に自動的に記入される処理

や機能はありません。 
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14-3.2  接点シンボル（コイル/接点の組合せ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 器具番号： 

コイルシンボルと共通の値を設定します。 

⚫ 端子番号： 

接点の端子番号を設定します。 

親となるコイルシンボルに[端子リスト]属性が設定されている場合、端子リストが 

表示され、項目をダブルクリックして端子番号を反映させることが可能です。 

 

[端子リスト]属性を持つ親シンボルと共通の器具番号を設定しても端子リストが表示 

されない場合は、図面保存 または [プロジェクトマネージャ]の右クリックメニューから

[XREFLINK更新] （PRO製品）を実行した後、接点シンボルを再配置します。 
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14-3.3  コイルシンボル（コイル/MS の組合せ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 器具番号： 

各 MS/補助接点シンボルと共通の値を設定します。 

⚫ 接点モデル： 

コイルシンボルに対して使用する接点表を指定します。 

詳細は「14-1.接点表作成 挿入される接点表について：」をご参照ください。 

⚫ A 接点数上限： 

「1」を入力します。 

※この項目では本来コイルシンボルの接点数を指定しますが、仕様上 0が入力できない

ため、暫定的に「1」を入力します。 

（0の場合、接点表作成時にエラーが表示されます。） 

⚫ B 接点数上限： 

「1」を入力します。 

※この項目では本来コイルシンボルの接点数を指定しますが、仕様上 0が入力できない

ため、暫定的に「1」を入力します。 

（0の場合、接点表作成時にエラーが表示されます。） 

⚫ 端子リスト： 

特定の書式で属性値を設定することで、ダイアログ右部に端子リストが表示されます。 

詳細は「14-1.接点表作成 [端子リスト]属性の書式：」をご参照ください。 
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今回のコイル/MSの組合せでは、コイルの端子番号のみを設定します。 

（例）P,A1,A2; 

⚫ 接点モデル 2： 

MSシンボルに対して使用する接点表を指定します。 

詳細は「14-1.接点表作成 挿入される接点表について：」をご参照ください。 

⚫ A 接点数上限 2： 

 MSシンボルにおける補助接点の A接点数を指定します。 

⚫ B 接点数上限 2： 

 MSシンボルにおける補助接点の B接点数を指定します。 

⚫ 端子リスト 2： 

特定の書式で属性値を設定することで、ダイアログ右部に端子リストが表示されます。 

詳細は「14-1.接点表作成 [端子リスト]属性の書式：」をご参照ください。 

この項目には、MSの主接点の端子番号と、各補助接点の端子番号を設定します。 

（例）M,1,2,3,4,5,6;A,13,14;B,21,22; 

⚫ 端子番号： 

コイルの端子番号を設定します。 

 

14-3.4  MS シンボル（コイル/MS の組合せ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下、用途を省略します。） 
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⚫ 器具番号： 

コイルシンボルと共通の値を設定します。 

⚫ 端子番号： 

MS主接点の端子番号を設定します。 

親となるコイルシンボルに[端子リスト 2]属性が設定されている場合、端子リストが 

表示され、項目をダブルクリックして端子番号を反映させることが可能です。 

 

[端子リスト]属性を持つ親シンボルと共通の器具番号を設定しても端子リストが表示 

されない場合は、図面保存 または [プロジェクトマネージャ]の右クリックメニューから

[XREFLINK更新] を実行した後、MSシンボルを再配置します。 

 

 

14-3.5  補助接点シンボル（コイル/MS の組合せ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 器具番号： 

コイルシンボルと共通の値を設定します。 

⚫ 端子番号： 

補助接点の端子番号を設定します。 
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親となるコイルシンボルに[端子リスト 2]属性が設定されている場合、端子リストが 

表示され、項目をダブルクリックして端子番号を反映させることが可能です。 

 

 

[端子リスト]属性を持つ親シンボルと共通の器具番号を設定しても端子リストが表示 

されない場合は、図面保存 または [プロジェクトマネージャ]の右クリックメニューから

[XREFLINK更新] を実行した後、補助接点シンボルを再配置します。 

 

 

14-4. XREFLINK 更新（PRO 製品機能） 

[プロジェクトマネージャ]を右クリック ＞ [XREFLINK更新] を実行することで、プロジェクト/ 

フォルダ/ページ単位での接点や渡りのリファレンス（アドレス）を更新します。 
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 パターンボックス 

IJCAD Electricalでは、図面の一部をパターンファイルとして登録し、繰り返し使用することが可能です。 

 

パターンの保存先は[IJEConfig]タブ ＞ [環境設定] ＞ [システム設定] ＞ [パターンパス]を

ご参照ください。 

[既定のパターン保存先] 

C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\パターン 

また、パターンの実図面データとは別に、後述の「スペックホルダ」などの情報は、下記 DB

ファイルに保存されます。 

[パターン登録 DBファイルの保存先] 

C:\Users\Public\Documents\IJCADElectrical\IJE_SpecHolder.sqlite3 

 

 

15-1. パターン作成 

パターンは矩形 または ポリゴン（多角形）で範囲選択し、登録します。 

① パターンの 1 点目を指示します 

 

② パターンの 2 点目を指示します 

ポリゴン（多角形）のパターンの場合、任意で３点目以降も指示し、最後に[Enter]キーを 

押して指示を終了します。 

 

③ 再度、1 点目を指示します 

別の範囲をパターンに含める場合、再度範囲を指定します。 

範囲選択を終了する場合は、[Enter]キー、または右クリックメニューから終了します。 

 

④ パターンの挿入基点を指示します 
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⑤ パターン名を入力します 

パターン名を入力して、[登録]ボタンを押します。 

[境界線を表示する]にチェックした場合、範囲選択時の境界線も含めてパターン登録します。 

 

 

 

 

 

 

15-2. パターン配置 

15-2.1  パターンを配置する 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [パターン配置]を選択します 

 

 

 

 

[パターンボックス配置]ダイアログが表示されます。 
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② パターンを選択します 

ダイアログ左部のリストからパターン名を選択し、[配置]ボタンをクリックします。 

 

③ パターンを配置します 

パターンの挿入点を指定し、パターンを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置後、パターン図形上にマウスカーソルを移動すると、パターン名が表示されます。 
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15-2.2  パターンの名前を変更する 

[パターンボックス配置]ダイアログで対象のパターン名を選択し、[名称変更]ボタンをクリック 

します。 

[パターン名変更]ダイアログが表示されるため、新しいパターン名を入力し、[OK]ボタンを 

クリックします。 

 

15-2.3  パターンを削除する 

[パターンボックス配置]ダイアログで対象のパターン名を選択し、[削除]ボタンをクリック 

します。 

[確認]ダイアログが表示されるため、[OK]ボタンをクリックし、パターンを削除します。 

 

 

 

 

 

この操作をすると、パターン登録したパターン用図形（dwg）の実体と登録したデータベース内か

らも削除されます。 

データベースの保存先は、[環境設定] ＞ [システム設定] ＞ [スペックホルダ―]の以下の参照先で

す。 

既定値の保存先： 

 C:\Users\Public\Documents\IJCAD Electrical\IJE_SpecHolder.sqlite3） 

 

15-2.4  パターンの参照先フォルダを変更する 

[パターンボックス配置]ダイアログで、[参照]ボタンをクリックします。 

[フォルダを選択してください]ダイアログが表示されるため、任意のフォルダを選択して、パターン

の参照先フォルダを変更します。 
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参照先フォルダの変更は、[環境設定] ＞ [システム設定] ＞ [パターンパス]にも反映されます。 

 

 

※1 登録したパターンファイルをエクスプローラ上で移動した場合など、ファイルが 

  参照先フォルダに存在していない場合は、グレーでハイライト表示されます。 

※2 パターンファイルは、IJCAD Electrical上でパターン登録することで、DBファイルに 

情報が反映され、使用可能となります。そのため、別 PCからパターンファイルのみを

参照先フォルダへコピーした場合などは、[パターンボックス配置]ダイアログのリスト

に表示されず、配置することはできません。 

 

 

15-2.5  配置後のパターンを複写する 

IJEのコマンド「IJE＞編集＞ExtCopyClip」でコピーし「IJE＞編集＞PasteCircuit」で貼り付けを

行うと、パターンボックスの情報が引き継がれます。 

 

「IJE＞編集＞ExtCopyClip」コマンドで、

コピー 
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「IJE＞編集＞PasteCircuit」コマンドで、で貼り付けを

行います。 

 

 

 

 

貼り付け後、挿入基点にパターン名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15-3. スペックホルダ  

IJCAD Electricalでは「スペックホルダ」機能から、登録されているパターンの線番やシンボル情報

をプロパティとして保持し、図面上でプロパティごとに属性を一括で変更することが可能です。 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [スペックホルダ]を選択します 

 

 

 

 

[スペックホルダ設定]ダイアログが表示されます。 
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② プロパティを編集するパターン名を選択します 

リストからプロパティを編集するパターン名を選択し、[編集]ボタンをクリックします。 

［編集］ボタンを選択すると、登録したパターン用の dwgファイルが画面下に開きます。 

編集を行ってプロパティなどを登録している場合は、各表示窓に情報一覧が表示されますが、

未編集の場合は初期表示となり、各表示窓には何も表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ プロパティを追加、編集します 

プロパティを［追加］で追加することで、取得した属性情報が右側の窓に表示されます。 

追加した後に編集を行います。 

⚫ 追加： 

プロパティを新規作成します。 

 

 

 

 

「OK」すると取得した情報が 

表示されます。 

 

 

 

プロパティを作成して右側の属性一覧の情報を変更することで、プロパティ毎に複数登録する

ことができます。 
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例）モータと遮断器を含むパターンを登録した場合 

モータの器具番号や型番が同じ場合でも、使用される容量が異なります。そのため、遮断器な

どの定格電流や電圧値を容量ごとに複数のプロパティとして登録しておくと便利です。 

この方法を用いると、パターン配置後にパターンの挿入基点付近に表示されるプロパティを切

り替えるだけで、簡単に異なる容量のモータを組み合わせに変更することが可能になります。 

 

⚫ 変更（プロパティ名）： 

プロパティ名を選択してからクリックし、プロパティを編集します。 

[シンボル/線番]エリアに編集可能なシンボルや線番が一覧表示されます。 

⚫ 複写： 

選択した既存のプロパティをコピーします。 

⚫ 削除： 

選択した既存のプロパティを削除します。 

⚫ 変更（シンボル/線番）： 

選択した要素の名称を、任意に変更することが可能です。 

表示されている対象を選択すると、開いているファイル内に配置されているシンボルが破

線状態になります。表示できるようにしておくと、編集対象がわかりやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン配置後に、ここで登録したプロパティ名がパターンの挿入基点に表示されます。 

プロパティを複数登録しておき、配置後に切り替えて使用することが可能です。 

⚫ 保存： 

編集内容を保存します。 
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④ ［閉じる］ボタンをクリックし、編集を終了します 

 

⑤ 配置したパターンのプロパティを変更します 

図面上でプロパティ設定済みのパターンの一部分をクリックし、表示されたパターン名を 

クリックすると、プロパティ一覧が表示されます。 

プロパティを変更すると、シンボルや配線の属性が一

括で変更されます。  
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 ケーブル定義 

回路図中の盤外配線に対してケーブル定義を行い、ケーブルの属性情報を設定します。 

設定したケーブル属性情報は、ケーブルリストとして帳票出力が可能です。（PRO版のみ） 

16-1. ケーブル定義 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ケーブル定義]を選択します 

 

 

 

 

[ケーブル端子シンボル選択]ダイアログが表示されます。 

プロジェクト設定やページ設定内の「形式」タブで、 

ケーブル端子の外側・内側の両方の端子シンボルを設定していると、 

この画面が表示されます。 

 

 

※ 下記のエラーが表示される場合は、[プロジェクト設定] ＞ [形式]タブ ＞ [ケーブル 

端子]に任意の端子シンボルを設定します。 
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② [外側] または [内側]を選択して[OK]ボタンをクリックします 

※現行の IJCAD Electricalの仕様では、[外側] または [内側]を選択した場合の機能差は 

ありません。（配置されるケーブル端子シンボルの種類の違いのみとなります。） 

 

③ ケーブル定義を行う配線を指定します 

配線に対して垂直、または水平に交差するように始点と終点を指定し、配線の盤内/盤外の 

境界位置（ケーブル定義の位置）を決定します。 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 

 

④ 属性値を設定します 

属性値を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「端子台番号」属性に値を入力すると端子、コネクタシンボルの「器具番号」属性に取り込ま

れます。 

 

⑤ 配線が分割され、ケーブル定義の位置に端子シンボルが表示されます 
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16-2. ケーブル製作図 

下記の条件を満たすことで、ケーブル定義済みのケーブルに対して、ケーブル製作図を出力 

することが可能です。 

⚫ ケーブルが回路シンボルに接続されている 

⚫ 接続された回路シンボルに対して、機器外形が設定されたカタログデータがリンクされて

いる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カタログ内の製品の登録内容で、型番の外形図の設定セルにフルパスを設定している場合、以下の

ように配置されます。ただし、接続の状態によって入れ替わりが発生することや、未設定の場合は

作画しないことがあります。 

⚫ 正面図のみ：左側に登録されている状態のまま配置、右側に反転配置 

⚫ 正面図、右側面図：左側に正面図、右側に右側面図 

⚫ 右側面図、左側面図：左側に左面図、右側に右側面図 

⚫ 左側面図のみ：左側に左側面図、右側器具に設定した場合、作画自体を行わない 

 

① [IJE]タブ ＞ [配線] ＞ [ケーブル製作図]を選択します 

 

 

 

[ケーブル形状作図]ダイアログが表示されます。 
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② 形状を作図するケーブルを選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 形状を作図するケーブルのプロパティを設定します 

寸法設定： 

ケーブルで接続されたシンボル間の作図距離を設定します。 

この設定値が、ケーブル形状図を出力する際の実際の長さになります。 

 ※後述の[長さ表記]で表示される長さは、該当のケーブルの属性[ケーブル長さ]の設定値 

であり、作図時の実際の長さとは異なります。 

文字サイズ： 

寸法の文字サイズを設定します。 

線の太さ： 

作図されるケーブル形状の太さを設定します。 

長さ表記： 

寸法の表記を設定します。 

ケーブル名+長さ： 

寸法を、ケーブルの[器具番号] + [ケーブル長さ]属性で表記します。 

長さのみ： 

寸法を、ケーブルの[ケーブル長さ]属性で表記します。 
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④ [OK]ボタンをクリックし、任意の位置にケーブル形状を作図します 

 

[ケーブル形状作図]ダイアログの寸法設定、長さ表記について： 

[寸法設定]の設定値と[ケーブル長さ]属性の設定値の反映について、 

下記に一例を示します。 
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 DB マネージャ 

IJCAD Electricalでは「DBマネージャ」機能により、ページ/ロケーションごとにシンボルを管理、表示 

させることが可能です。また、シンボル名をダブルクリックすることで、図面上の該当するシンボルへ移動

します。 

※LT版では、DBマネージャの「外形」機能のみ使用できます。 

① [IJE]タブ ＞ [DB マネージャ] ＞ [DB マネージャ表示]を選択します 

 

 

 

 

 

[DBマネージャ]ダイアログが表示されます。 

 

17-1. ページ  

シンボルをページごとに表示します。 

表示するシンボルは、回路シンボル/外形シンボル/端子台シンボルから 

選択します。 

シンボル名をダブルクリックすることで、図面上の該当するシンボルへ 

移動します。 

 

17-2. ロケーション 

シンボルをロケーションごとに表示します。 

※回路図ページのページ設定、または回路図内にロケーションが設定さ

れている場合のみ、一覧に表示されます。ロケーションの詳細について

は、「13.ロケーション」をご参照ください。 
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17-3. 外形 

機器配置図の作成時に使用します。 

詳細については後述の「19.外形図作図編集（PRO版と連携をする場

合）」をご参照ください。 

 

 

 

17-4. エラーボックス  

図面上のシンボルと帳票の情報に差異がある状態で図面を

保存すると、帳票の更新について[確認]ダイアログが表示

されます。 

帳票を更新しなかった場合、[エラーボックス]に差異があ

るシンボルの情報が表示されます。 

⚫ 表示： 

差異のあるシンボルに移動します。 

⚫ 反映： 

帳票に変更内容を反映します。 
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 外形図作成（LT 版） 

LT版で作成した外形図を PRO版と連携する場合は、後述の「19.外形図作図編集（PRO版と連携をする場

合）」をご参照ください。 

18-1. 新規ページ（機器配置図）作成 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ [新規ページ]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

[ページ設定]ダイアログが表示されます。 

② [ページ設定]ダイアログ内の必要な属性を入力します 
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⚫ ページ種別： 

機器配置図を選択します。 

⚫ 作図尺度：任意の尺度を設定します。 

➢ 尺度を考慮して作図する（従来）： 

従来の尺度設定のまま、分子／分母の設定値に応じて機器配置図を作成する場合、図

枠は登録されたサイズのまま配置されます。 

一方、シンボルなどは尺度に応じて、縮小または拡大されて配置されます。 

尺度を考慮して作図する（従来）を選択した時の尺度： 

[ページ設定]ダイアログの尺度は、IJCAD Electricalの機能から挿入するシンボルや筐体の

縮尺に影響します。図面自体の尺度が変更されることはありませんので、IJCADの汎用機能

から寸法を作図する場合は、寸法スタイル管理（DIMSTYLE）コマンドから寸法の尺度を調

整し、作図します。 

 

尺度を考慮して作図する（従来） について 

これまでの IJCAD Electricalの尺度設定では、1/1以外の尺度を設定しても、図面自体の尺

度が変更されることはありませんでした。 

特に機器配置図で尺度を 1/1以外に設定した場合は、IJCAD Electrical用に外形機器シンボ

ルとして登録されている機器シンボルの［シンボル配置］からの配置や DBマネージャを使

用しての筐体作成における作図、「機器シンボル配置」等での外形機器シンボルの配置等に

影響されます。 

例） 

1/10尺度の設定の場合、シンボル配置で配置される外形機器シンボルは、1/10尺度で配置

されます。 

このことから、IJCADの汎用機能から寸法を作図する場合は、寸法スタイル管理

（DIMSTYLE）コマンドから寸法の尺度を調整し作図を行います。 

 

➢ 実寸で作成する： 

設定した尺度に応じて、図枠が、尺度変更して配置されます。シンボルなどは、実寸

サイズで、配置されます。 

 

以下、作図尺度がどちらでも、同じ手順になります。 

なお、ページ設定で「尺度を考慮して作図する（従来）」の設定後、途中から「実寸で作図す

る」に変更することは想定しておりません。この逆も同様となりますので、作図尺度の種類を

途中で変更は行わないでください。 
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18-2. IJCAD の汎用機能を使用して、外形図・機器配置図を作図する 

[ホーム]タブ ＞ [作成] [修正]の各機能（IJCADの汎用機能）を使用して、外形図/機器配置図/中

板などを作図します。 

 

IJCADの汎用機能に関しては、IJCADの操作ガイドをご参照ください。 

 

18-3. 機器シンボルを配置する 

18-3.1  ダクト・レールを配置する 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [シンボル配置]をクリックします 

[シンボル配置]ダイアログが表示されます。 
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② 作成済みのダクト または レールシンボルを選択します 

 

 

 

③ ダクト・レールの始点を指定します 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

④ 属性値を入力します 

属性の入力後、[挿入] または [連続挿入]をクリックします。 

 

⑤ ダクト・レールの長さを指定します 

作図画面上に赤線でダクト/レールが仮表示されます。 

終点をクリック、または値入力でダクト/レールの長さを指定します。 

 

 

 

18-3.2  機器シンボルを配置する 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [シンボル配置]をクリックします 

[シンボル配置]ダイアログが表示されます。 
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② 作成済みの機器シンボルを選択します 

  

③ 機器シンボルを図面に配置します 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 

④ 属性値を入力します 

属性の入力後、[挿入] または [連続挿入]をクリックします。 

外形機器シンボルの作成時、ワイプアウト（WIPEOUT）コマンドから機器に対してワイプ 

アウトを設定すると、外形機器シンボルをレール上に配置した際に隠線処理が行われます。 

 

18-3.3  配置した機器シンボルを移動する 

① [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [移動]をクリックします 

 

 

 

 

機器シンボルを選択し、移動します。 

 

18-3.4  ダクト・レールのサイズを変更する 

① [IJE]タブ ＞ [ダクト/レール] ＞ [サイズ変更]をクリックします 
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② サイズを変更するダクト または レールを選択します 

ダクト または レールをクリックして移動させると、基点からのサイズを変更できます。 

 

 

 

③ サイズを指定します 

 

 

 

 

18-3.5  ダクト・レールの取付穴表示を切り替える 

ダクト/レールの取付穴の表示を切り替えます。 

① [IJE]タブ ＞ [ダクト/レール] ＞ [取付穴表示切替]を選択します 

 

 

 

ダクト/レールに作成されている、「Hole」画層の表示/非表示を切り替えます。 

 

ダクト/レールの Hole 画層について： 

[IJEConfig]タブ ＞ [カタログ]コマンドから、「レール/ダクト幅、取付穴 X/Y、取付穴直

径、取付穴間隔」の情報を登録したダクト/レール用のカタログデータを作成しておき、 

ダクト/レールの挿入時に[カタログとリンク]させると、登録情報に応じてダクト/レールの

取付穴が自動作成されます。 

その際に作成される取付穴の画層が「Hole」となります。 

また、機器シンボルデータの作成時に、画層を新規作成して Hole画層に作図した場合も、

[取付穴表示切替]コマンドでの表示/非表示の対象となります。 

機器シンボルやカタログについての詳細は、「IJCAD Electrical 基本マニュアル-マスタ 

作成」の「2-2.機器（外形機器）シンボル作成」「6.カタログ」を別途ご参照ください。 

 

× 
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 外形図作図編集（PRO 版と連携をする場合） 

外形図を PRO版で新規作成、または LT版で作成した外形図を PRO版と連携します。 

PRO版では[DBマネージャ]機能から、回路図に配置された回路シンボルとデータベース連携し、外形図を

作成することが可能です。 

※回路図ページのページ設定、または回路図内にロケーションが設定されている必要があります。 

ロケーションの詳細については、「13.ロケーション」をご参照ください。 

19-1. 新規ページ（機器配置図）作成 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ [新規ページ]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

[ページ設定]ダイアログが表示されます。 

 

② [ページ設定]ダイアログ内の必要な属性を入力します 
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⚫ ページ種別： 

機器配置図を選択します。 

⚫ 作図尺度：任意の尺度を設定します。 

➢ 尺度を考慮して作図する（従来）： 

従来の尺度設定のまま、分子／分母の設定値に応じて機器配置図を作成する場合、図

枠は登録されたサイズのまま配置されます。 

一方、シンボルなどは尺度に応じて、縮小または拡大されて配置されます。 

尺度を考慮して作図する（従来）を選択した時の尺度： 

[ページ設定]ダイアログの尺度は、IJCAD Electricalの機能から挿入するシンボルや筐体の

縮尺に影響します。図面自体の尺度が変更されることはありませんので、IJCADの汎用機能

から寸法を作図する場合は、寸法スタイル管理（DIMSTYLE）コマンドから寸法の尺度を調

整し、作図します。 

 

尺度を考慮して作図する（従来） について 

これまでの IJCAD Electricalの尺度設定では、1/1以外の尺度を設定しても、図面自体の尺

度が変更されることはありませんでした。 

特に機器配置図で尺度を 1/1以外に設定した場合は、IJCAD Electrical用に外形機器シンボ

ルとして登録されている機器シンボルの［シンボル配置］からの配置や DBマネージャを使

用しての筐体作成における作図、「機器シンボル配置」等での外形機器シンボルの配置等に

影響されます。 

例） 

1/10尺度の設定の場合、シンボル配置で配置される外形機器シンボルは、1/10尺度で配置

されます。 

このことから、IJCADの汎用機能から寸法を作図する場合は、寸法スタイル管理

（DIMSTYLE）コマンドから寸法の尺度を調整し作図を行います。 

 

➢ 実寸で作成する： 

設定した尺度に応じて、図枠が、尺度変更して配置されます。シンボルなどは、実寸

サイズで、配置されます。 

 

以下、筐体追加等の作図手順については、作図尺度がどちらでも同じ手順になります。 
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19-2. 筐体追加 

筐体面を外形図上に作図します。 

① DB マネージャを表示します 

[IJE]タブ ＞ [DBマネージャ] ＞ [DBマネージャ表示]をクリックします。 

 

 

 

 

 

[DBマネージャ]が表示されます。 

 

② [DB マネージャ] ＞ [外形]をクリックします 

※LT版の場合、[外形]以外の項目は選択できません。 

 

 

 

 

 

③ [プロジェクト名を右クリック] ＞ [筐体追加]をクリックします 

「筐体作成」ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

[筐体作成]ダイアログが表示されます。 
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④ 筐体の情報を入力し、[OK]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 筐体名： 

筐体名を入力します。 

⚫ ロケーション： 

回路図で設定済みのロケーション名を入力します。 

入力したロケーション内に含まれる回路シンボルが、筐体内に含まれる機器として 

扱われます。 

⚫ メーカー/型番： 

筐体のメーカー、型番の情報を入力します。 

[カタログとリンク]機能を使用して、カタログに登録されている筐体情報を設定すること

も可能です。 

⚫ 全体サイズ/扉サイズ： 

筐体の大きさに関する情報を入力します。 

⚫ 作図オプション： 

外形図に配置する、筐体の各面図を指定します。（[正面]は配置必須です。） 

面の間隔： 

図面上での各面図の配置間隔を入力します。 

⚫ 寸法線：（この項目は、作図尺度で［実寸で作図する］選択時には、ありません。） 

作図する： 

チェックした場合、筐体に対して自動で寸法を作図します。 

※寸法オブジェクトではなく、筐体のブロック図形の一部として作図されます。 

 

 

作図尺度で、［実寸で作図する］ 

選択時には、右下に［寸法線］の 

設定項目はありません 
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寸法スタイル： 

使用する寸法スタイルを指定します。 

寸法尺度： 

寸法文字の文字サイズを入力します。（寸法値には影響しません） 

基本的には、ページ設定の尺度と同じ値を入力します。 

 

⑤ 図面上に筐体を配置します 

図面上で筐体の挿入位置を指定して、筐体を配置します。 

（例）[作図オプション]で、正面、左側面、扉面を指定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筐体の各面図に部分的な編集を加える場合は、IJCAD汎用機能の図形作図コマンドで編集 

します。 

 

 

 

 

扉面   左側面  正面 

× 

×は、クリックした位置 
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19-3. 中板追加 

筐体の作成後、中板を配置します。中板は機器シンボルを実際に配置する作業スペースとして扱わ

れ、中板にダクト/レールや機器シンボルを配置することで、各面図にシンボル形状が表示されま

す。また、この状態で[干渉チェック]機能を使用することが可能です。 

① [DB マネージャ] ＞ [外形]をクリックします 

 

② 中板を配置したい筐体名を右クリックし、[中板追加]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

[中板作成]ダイアログが表示されます。 

 

③ 中板の情報を入力し、[OK]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 名称： 

中板の名称を入力します。 
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⚫ ロケーション： 

回路図で設定済みのロケーション名を入力します。 

入力したロケーション内に含まれる回路シンボルが、筐体内に含まれる機器として 

扱われます。 

⚫ メーカー/型番： 

中板のメーカー、型番の情報を入力します。 

[カタログとリンク]機能を使用して、カタログに登録されている中板情報を設定すること

も可能です。 

⚫ サイズ： 

中板の大きさに関する情報を入力します。 

⚫ 設置位置： 

設置面： 

中板を配置する各面図を指定します。 

面から： 

中板と各面図との各面図の距離（Z方向）を入力します。 

配置位置： 

中板と各面図との距離（X/Y方向）を指定します。 

[入力]を指定した場合、任意の距離を入力します。 

左から： 

中板と各面図との各面図の距離（X方向）を入力します。 

上から： 

中板と各面図との各面図の距離（Y方向）を入力します。 

⚫ 表示： 

背面を隠す： 

チェックした場合、背面に配置された図形を非表示にします。 

 

④ 図面上に中板を配置します 

図面上で中板の挿入位置を指定して、中板を配置します。 

※中板は、筐体の外側に配置します。（図枠外でも構いません。） 

[中板作成]ダイアログで[OK]をクリックし、筐体の外側に中板の作図領域を配置します。 

（下図①） 

中板の作図領域を配置すると、[中板作成]ダイアログで入力した値に応じて、正面図（下図

②）や側面図（下図③）に中板図形が表示されます。 

※今回の例では筐体の正面に中板を配置しているため、扉面（下図④）には、中板図形は 

表示されません。 
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⑤ 中板の作図領域が表示されます 

中板の作図領域（下図の赤枠内）が編集エリアとなり、UCSアイコンの位置が変わります。こ

の作図領域に、ダクトやレール、機器シンボルなどを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中板の編集中は、リボンメニューが[参照編集]タブに切り替わります。 

中板の編集を終了する場合は、[参照編集] ＞ [変更を保存] または [変更を破棄]で終了し、

Electrical専用の図面保存コマンドから図面を保存します。 

[参照編集]タブのコマンド操作、注意点については「19-5.3.その他の参照編集」をご参照く

ださい。 

× 
② 

③ 

① 

④ 
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⑥ [DB マネージャ] ＞ [外形] の情報が更新されます 

中板を作成すると、[DBマネージャ] ＞ [外形]のリストに、下記の形式/階層で中板の情報が

表示されます。 

【筐体名（例：①MT）】＞【中板の設置面（例：②正面）】＞【中板名（例：③MT）】 

また、中板名の直下には、プロジェクト内で中板のロケーションと同名のロケーションが設定

されている回路シンボルが一覧表示されます。 

※[中板編集]ダイアログで名称を入力すると、同名でロケーション名も自動入力されますが、 

 中板名称とロケーション名は必ずしも同名である必要はありません。変更する場合は、任意 

 で個別に修正します。 

中板の作図領域にすでに配置されている機器シンボルは、青色で表示されます。 

（例：④PFP-100N、U01） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路シンボル配置時、[プライマリー]にチェックを入れた機器のみが一覧表示されます。 

 

 

 

←―回路図内で、ロケーション [MT] を持つ 

機器名が、一覧表示されます。 
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19-4. 機器シンボル挿入 

中板に対して、外形機器シンボルを配置します。 

ダクト/レールも同様に外形機器シンボルとして作成、配置することが可能です。 

 

[DBマネージャ]から配置した機器シンボルやダクト/レールなどを編集する場合は、必ず DB

マネージャで対象の中板を右クリックし、[編集開始]を実行したのち、参照編集状態で編集 

してください。 

 

 

19-4.1  ダクト・レールを配置する 

① 機器を挿入する中板を右クリックし、[機器シンボル挿入]を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [機器配置]ダイアログ（PRO 版） または [シンボル配置]ダイアログ（LT版）が

表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRO版の場合、[機器配置]ダイアログ ＞ [その他]をクリックします。 
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③ [シンボル配置]ダイアログで、作成したダクト/レールシンボルを選択します 

 

 

 

 

 

 

シンボル種別 [ダクト]、[レール] として作成した機器シンボルを選択します。 

 

④ ダクト/レールの始点を指定します 

中板の作図領域に挿入基点を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 
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⑤ ダクト/レールの属性値を入力します 

ダクト/レールの属性入力後、[挿入] または [連続挿入]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ダクト/レールの長さを指定します 

終点をクリック、または値を入力してダクト/レールの長さを指定します。 
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⑦ [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択し、保存します 

 

 

 

 

⑧ 筐体の正面図内の中板と、中板の作図領域にダクト/レールの図形が作図されます 

[参照編集]タブが非表示になり、配置したダクト/レールが、図枠内に配置されている筐体の正

面図内の中板と、筐体外に配置されている中板の作図領域に作図されます。 
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19-4.2  機器シンボルの挿入（LT 版）/ 回路図に表記しない機器シンボルの挿入（PRO 版） 

中板に機器シンボルを配置します。 

PRO版を使用しており、回路図中の機器情報と連携して中板に機器シンボルを配置する場合、

「19-4.3.回路図配置済みの機器シンボルの挿入（PRO版）」をご参照ください。 

① [DB マネージャ] ＞[外形] ＞ 中板を右クリック ＞ [機器シンボル挿入]を選択し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRO版の場合[機器配置]ダイアログが、LT版の場合[シンボル配置]ダイアログが表示 

され、IJCAD Electricalの作図画面が参照編集状態に移行します。 

 

② [機器配置]ダイアログ ＞ [その他]をクリックします（PRO 版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[その他]をクリックすると、[シンボル配置]ダイアログが表示されます。  
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③ 配置する機器シンボルをダブルクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※[シンボル配置]ダイアログには、シンボルのイメージ画像が表示されます。 

シンボルのイメージ画像が存在していない場合は、黄色の☆マークが表示されます。 

 

④ 機器シンボルを中板に挿入します 

中板の作図領域内の任意の点をクリック、または座標を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[属性編集]ダイアログが表示されます。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

177 

⑤ 属性値を入力し、[挿入] または [連続挿入]をクリックします 

器具番号等の必要な情報を記入します。 

［カタログとリンク］を選択して、カタログから必要なメーカー・型番等の情報を選択した際

に、そのカタログの［回路図］に回路用シンボルのシンボル名がフルパスで設定されている

と、その情報を元に、回路図へ回路シンボルを配置することができます。 

外形図からの回路図作成における、配置コマンド［機器参照］については、 

7-2. 機器参照（外形図からの回路図作成） をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 指定した位置に機器シンボルが配置されます 
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配置直後の図面の全体は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択します 

 

 

 

 

 

 

必ず[参照編集]タブの[変更を保存]、または[変更を破棄]から機器シンボル配置を終了して

ください。 

データベースとの不整合が発生し、エラーの原因となる可能性があります。 

 

[作業セットに追加]、[作業セットから除去]は、IJCAD Electricalの機器シンボル配置では

使用しません。 
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変更の保存後、中板の作図領域に配置した機器シンボルが、図枠内の筐体の該当する面図に 

反映されます。（正面図の中板であれば、筐体の正面図に反映されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-4.3  回路図配置済みの機器シンボルの挿入（PRO 版） 

PRO版を使用する場合、[DBマネージャ] ＞[外形] の各中板に表示される機器リストから、回路図

中の機器情報と連携して中板に機器シンボルを配置できます。 

① [DB マネージャ] ＞ [外形]を選択します 

 

② 機器を挿入する中板名の左側のプラスマーク をクリックし、回路図に配置済みの

機器リストを表示します 

 

回路シンボル配置時、[プライマリー]にチェックを入れた機器のみが一覧表示されます。 
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③ 中板に配置する機器名を右クリックし、[機器シンボル挿入]を選択します 

すでに中板に配置済みの機器は、青文字で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 機器シンボルを挿入する点をクリック または 座標を入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択し、保存します 
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現在までの機器配置状況を確認すると、以下の通りになります。 

各面図の機器形状シンボル(.dwg)が設定されたカタログデータを割り当てている場合は、 
対応した方向の機器形状シンボルが、筐体の各面に自動配置されます。 

 

＜例：筐体の左側面図と正面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠の機器には、以下のような正面図と左側面図の機器形状シンボルが設定されたカタログ 

データが割り当てられています。 

 

 

 

←配置済み 

←未配置 

←17-4.2で 

挿入した機器シンボル 

（回路図と未連携） 

 
17-4.1で挿入したレールシンボル 

↑ 

正面図の中板の作図領域 

↓W01 

↓W02 
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19-5. 中板の編集 

中板へ配置済みの機器シンボルを編集します。 

 

19-5.1  中板へ配置済みの機器シンボルの移動 

① [DB マネージャ] ＞ [外形]を選択します 

 

② 編集する中板名を右クリックし、[編集開始]を選択します 

IJCAD Electricalの作図画面が参照編集状態に移行し、中板の作図領域が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [IJE]タブ ＞ [シンボル] ＞ [移動]を選択します 
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④ 機器シンボルを選択し、任意の位置へ移動します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択し、編集内容を保存します 
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変更を保存すると、筐体内の配置位置も自動で変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-5.2 中板へ配置済みの機器シンボルの削除（DB マネージャ） 

① [DB マネージャ] ＞ [外形]を選択します 

 

② 中板を展開し、削除する機器シンボルを右クリックして[削除]を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除後、対象の機器シンボルの文字色が青色（中板へ配置済み）から黒色（未配置）に変更 

されます。 

また、筐体内の各面図の機器シンボルも自動で削除されます。 
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19-5.3 中板へ配置済みの機器シンボルの削除（参照編集） 

① [DB マネージャ] ＞ [外形]を選択します 

 

② 編集する中板名を右クリックし、[編集開始]を選択します 

IJCAD Electricalの作図画面が参照編集状態に移行し、中板の作図領域が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 削除する機器シンボルを選択し、[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [削除]を実行します 

 

 

 

 

 

④ [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択し、編集内容を保存します 
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保存後、削除した機器シンボルの文字色が青色（中板へ配置済み）から黒色（未配置）に変更 

されます。 

また、筐体内の各面図の機器シンボルも自動で削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

19-5.4  ダクト/レールのサイズを変更する 

配置したダクト/レールのサイズを変更します。 

① [IJE] ＞ [ダクト/レール] ＞ [サイズ変更]を選択します 

 

 

 

対象のダクト/レールをクリックし、サイズの変更を行います。 

 

② [参照編集]タブ ＞ [参照編集] ＞ [変更を保存]を選択し、編集内容を保存します 
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19-5.5  ダクト/レールの取付穴の表示切替を行う 

配置したダクト/レールの取付穴の表示を切り替えます。 

① [IJE] ＞ [ダクト/レール] ＞ [取付穴表示切替]を選択します 

 

 

 

ダクト/レールに作成されている「Hole」画層の表示/非表示を切り替えます。 

19-5.6 ダクト/レールの取付穴の表示切替を行う 

配置したダクト/レールの取付穴の表示を切り替えます。 

② [IJE] ＞ [ダクト/レール] ＞ [取付穴表示切替]を選択します 

 

 

 

ダクト/レールに作成されている「Hole」画層の表示/非表示を切り替えま 
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 整合性チェック（PRO 版） 

IJCAD Electrical の PRO版では、プロジェクト内の整合性チェックを一括で行うことが可能です。 

プロジェクトマネージャのプロジェクト上で右クリックし、[整合性チェック]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[整合性チェック]パレットが表示されます。 

[実行]ボタンをクリックすると、指定した項目に対して整合性チェックを行います。 
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不整合が検出された場合はエラー箇所がリストアップされ、図面内には引き出し線、または色の変更で示さ

れます。 

引き出し線と色変更の右側の色ボタンをクリッ

クすると「色選択」のパレットが表示され、色

の変更も可能です。 

 

 

 

 

リストに表示されたエラー箇所をダブルクリックすることで、図面内の該当の位置へ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

190 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトマネージャ内の該当ページ名が、赤色になります。 
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 帳票出力 

図面中の部品情報や属性、線番などをデータベースから抽出し、帳票を作成します。 

※LT版では、「部品表」「部品集計表」のみ作成することができます。 

21-1. 帳票出力 

① 帳票を出力するプロジェクト または ページをプロジェクトマネージャで選択し、 

右クリックメニューから[帳票出力]を実行します 

[帳票出力]ダイアログが表示されます。 

プロジェクト選択時： 

プロジェクト内の全てのページを参照して帳票を作成します。 

ページ選択時： 

選択したページのみを参照して帳票を作成します。 

 

② 帳票の出力設定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LT版では、 

この２種類のみ出力できます。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

192 

⚫ 出力対象： 

帳票の情報を抽出するロケーションを選択します。 

⚫ 出力項目： 

フォーム使用： 

帳票用テンプレートファイルを使用して帳票出力します。 

項目選択： 

帳票出力する項目を手動で選択します。詳細は後述「21-1.1 [帳票]ダイアログ」を

ご参照ください。 

⚫ 帳票の選択： 

部品表、端子台表などの項目をクリックし、出力する帳票を選択します。 

※LT版では、「部品表」「部品集計表」のみ選択が可能です。 

⚫ 出力先： 

帳票の出力方法/出力先を設定します。 

 新規ページ作成： 

プロジェクト内に新しくページ図面を作成し、帳票を出力します。 

カレントページに挿入： 

現在アクティブになっているページ図面に帳票を出力します。 

Excel出力： 

Excelファイル（.xlsx）に帳票を出力します。 

CSV出力： 

CSVファイル（.csv）に帳票を出力します。 

 

⚫ 出力設定：  

 付属品を含める： 

出力する帳票に、付属品情報を含めるかどうかを選択します。 

表の分割設定：（次ページ以降） 

分割設定も含め、別画面にてウィザード形式で設定します。 

対象は、新規ページ作成、カレントページに挿入 の 2種類で、設定項目も異なりま

す。 

既定値は、カレントページに挿入 になります。 

設定された内容は記憶されますので、前回同様でよければ、毎回設定を行う必要はござ

いません。 

 

⚫ 整合性チェック結果の確認は完了している： 

この項目にチェックを入れると、[作成]ボタンが有効になります。 

※整合性チェック機能は PRO版にのみ実装されているため、LT版ではこの項目は 

 存在しません。 
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③ [作成]ボタンをクリックします 

指定した図面に戻り挿入位置を指定します。 

この際にコマンドラインを確認すると、 

コマンド： 

配置先を指定 または  

基点変更[左下(LB)/左上(LT)/右下(RB)/右上(RT)]<LB>: 

の 4種類の選択肢が表示されます。 

既定値は、左下（LB）です。そのままで良ければ配置先を指示してください。 

基点を変更される場合は、希望する基点のショートカットキーを入力後に、配置位置を指示し

てください。  
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以下、カレントページに挿入 時の表の分割設定 選択時で、「表を分割しない」設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更がある場合は、「変更」を選択し  

変更をし直してください。  

「完了」で、設定の完了となります。  

 

カレントページ内に、マウスに帳票がついた状態で配置位置を指示してきますので、任意の位

置を指示してください。 



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

195 

以下、カレントページに挿入 時の表の分割設定 選択時で、「表を分割する」設定 

 

Ｖ 

 

 

 

 

 

 

 

2種類から選択「図枠に合わせて自動計算」/「行数を指定する」行数を▲▼で、値を変更 
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「同じページに分割」のみの選択肢になり「次へ」で、それぞれの設定内容が表示

されます。 

変更がある場合は、「変更」を選択し変更をし直してください。 

「完了」で、設定の完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

其々の設定画面で、「戻る」ボタンで前画面

に戻ります。 

 

 

 

 

  

自動的計算された帳票が、配置されま

す。 
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※[カレントページに挿入]選択時は、現在のページ内に指定された行数で帳票を出力 

します。（図枠高さに合わせて自動配置） 

なお、この時[行数を固定]、[同じページに分割]にチェックがない場合は、現在のページの

任意の位置に帳票を出力できます。 

 

 

以下、新規ページ作成 時の表の分割設定 選択時で、「表を分割しない」設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更がある場合は、「変更」を選択し 

変更をし直してください。 

「完了」で、設定の完了となります。 
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「ページ設定画面」が表示されますので、必要な情報を入力後、「OK」すると 
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以下、新規ページ作成 時の表の分割設定 選択時で、「表を分割しない」設定 
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変更がある場合は、「変更」を選択し 

変更し直してください。 

「完了」で、設定の完了となります。 

 

 

 

 

 

 

「ページ設定画面」が表示されますので、必要な情報を入力し後、「OK」をクリック 
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以下、新規ページ作成 時の表の分割設定 選択時で、「表を分割する」設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2種類から選択「図枠に合わせて自動計算」/「行数を指定する」行数を▲▼で、値を変更 
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「図枠に合わせて自動計算」は、「同じページに分割」となり 

「次へ」で、設定内容を表示となります。 

変更がある場合は、「変更」を選択して変更しなおしてください。 

「完了」で、設定の完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「別ページに分割」       ／  「同じページに分割」 の選択肢になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「行数を指定する」は、「別ページに分割」 

「同じページに分割」の選択肢になります。 
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「追加ページの名前」で、「1ページずつ入力する」「末尾に連番を付ける」の選択肢になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更がある場合は、「変更」を選択し変更をし直してください。 

「完了」で、設定の完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1ページずつ入力する」を選択して「次へ」

で、設定内容を表示となります。 

「末尾に連番を付ける」を選択して「次へ」

で、設定内容を表示となります。 

ここでは、ファイル名の末尾にカウントアッ

プの指定が「数字」「アルファベット」のど

ちらかで設定できます。 
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「ペ

ージ設定画面」が表示されます。 

必要な情報を入力した後に「OK」します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1ページずつ入力する」を選択している場合は、 

ページ設定画面でページ名を入力後に「OK」すると、ファイルを作成後に必要な枚数分ページ

設定画面が表示されます。 

任意で異なるファイル名を設定し、これを繰り返すと、最終的に自動生成して作画が開始さ

れ、帳票を配置した図面を作成します。 
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「末尾に連番を付ける」を選択している場合は、連続してファイルを自動生成し、帳票を配置

した図面を作成します。 
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付属品設定について： 

シンボルの挿入時に、付属品が設定されたアセンブリを[カタログとリンク]で割り当てた 

場合、[付属品設定]ボタンが有効になり、クリックすることで[付属品設定]ダイアログ 

が表示されます。 

[付属品設定]ダイアログにて、各付属品の「あり」の項目にチェックを入れ、帳票出力時に

「付属品を含める」設定にした場合、付属品の情報も帳票に出力されます。 

※付属品のカタログデータを作成時に「必需品」の項目をチェックしていた場合は、 

「あり」のチェックが入った状態で固定されます。 
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21-1.1  [帳票]ダイアログ 

[帳票出力]ダイアログの[出力項目]で「項目選択」を選択して帳票を作成すると、[帳票]ダイアログ

が表示されます。 

帳票に出力する属性を選択し、[追加>>]ボタンをクリックして、属性を登録します。 

すべての属性を登録後、[挿入]ボタンをクリックすると、帳票が出力されます。 

配置先を指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21-2. ページに配置済みの帳票を編集する 

ページに配置済みの帳票の表示内容を任意の順番に並び替えたり、新たに行を追加したりすること

ができます。 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [帳票編集]をクリックします 
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② 編集する帳票を選択します 

[帳票エディタ]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 並び替える行を選択します 

 

④ [上へ移動] または [下へ移動]をクリックし、任意の場所に行を移動します 

 

⑤ 新たに行を追加します 

リスト最下部の空白行のいずれかの項目に値を入力すると、自動で行が追加されます。 

 

⑥ [OK]をクリックし、編集を終了します 
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 図枠の置換 

ページ図面に設定された図枠を、別の図枠へ置き換えます。 

① [IJE]タブ ＞ [図枠] ＞ [図枠配置]を選択します 

 

 

 

[図枠.dwgファイルの選択]ダイアログが表示されます。 

 

② 置き換え後の図枠ファイルを選択し、[開く]をクリックします 
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 分割線編集 

ページ図面内に分割線を配置します。 

23-1. 分割線配置 

① [IJE]タブ ＞ [図枠] ＞ [分割線編集]を選択します 

 

 

 

 

② 分割線の挿入位置を指定します 

 

③ 分割線の方向を指定します 

分割線の水平/垂直方向を指定します。 

 

23-2. 分割線編集 

配置済みの分割線の移動や削除を行います。 

① [IJE]タブ ＞ [図枠] ＞ [分割線編集]を選択します 

 

 

 

 

② 配置済みの分割線を移動 または 削除します 

既存の分割線上にマウスを近づけると丸いマーカーが表示されます。 

その状態で、分割線をクリックします。 
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③ （分割線の移動）分割線を選択後、移動先を指定します 

 

④ （分割線の削除）分割線を選択後、[D]キーを入力し、[Enter]キーを押下します 
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 その他の編集コマンド 

24-1. コピー、貼り付け 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [コピー]を選択します 

 

 

 

② 基点を指定し、コピーするオブジェクトを選択します 

 

③ [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [ペースト]を選択します 

 

 

 

④ ②でコピーしたオブジェクトを貼り付けます 

このコマンドは、基本的には IJCAD標準のクリップボード＞基点コピー、クリップボード＞貼り付

けと同様の動作を行います。 

ただしプロジェクトマネージャから開いた図面内では、IJCAD Electrical特有の動作を行います。 

指定した範囲内にすべての配線が含まれない場合、配置されて含まれなかった配線部分と交差点に

配置された接続点（交点）マークや線番シンボルは貼付け時に無くなります。 
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下図の赤い×印：[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [コピー]で指示した基点 

破線：選択した範囲 

プロジェクトマネージャから開いた図面に、 

[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [ペースト]すると 

以下のように貼り付けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトマネージャから開いていない図面へは、IJCAD標準のクリップボード＞貼り付けと

同様の動作となります。 

 

下図の赤い×印：[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [コピー]で指示した基点 

破線：選択した範囲 

プロジェクトマネージャから開いていない図面に 

[IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [ペースト]すると 

以下のように貼り付けられる。 

 

 

 

 

 

 

  

× 

× 
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24-2. 削除 

ページ図面に配置された回路シンボルや配線、線番などを削除します。 

① [IJE]タブ ＞ [編集] ＞ [削除]を選択します 

 

 

 

削除するシンボル、配線などを選択します。（複数選択可） 

 

 

② [Enter]キーを押下し、①で選択したオブジェクトを削除します 

配線に接続されたシンボルを削除した場合、カットされた配線が自動的に再接続されます。 
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 プロジェクトマネージャのその他の機能 

25-1. プロジェクトマネージャのその他の機能 

25-1.1  プロジェクトインポート 

既存のプロジェクトを、プロジェクトマネージャにインポートします。 

※すでにプロジェクトマネージャに登録されているプロジェクトは、インポートの対象外です。 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ [プロジェクトインポート]アイコンをクリックしま

す 

 

 

 

 

 

 

[プロジェクトをインポート]ダイアログが表示されます。 

 

② インポートするプロジェクトを選択し、[開く]ボタンをクリックします 

インポートするプロジェクトフォルダの「IJE_<プロジェクト名>.sqlite3」を選択します。 
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インポートするプロジェクトと同名のプロジェクトが[プロジェクトマネージャ]に登録されて

いる場合、[プロジェクト名入力]ダイアログが表示されるため、任意のプロジェクト名に変更

します。 

 

③ [プロジェクトマネージャ]にプロジェクトが追加されます 

 

[プロジェクトマネージャ]にすでに登録されているプロジェクトを重複してインポートする

場合は、IJCAD Electricalを閉じた状態で、対象のプロジェクトをコピーして複製し、再度

IJCAD Electricalを起動して[プロジェクトインポート]を実行します。 

 

 

25-1.2  dwg インポート 

.dwgファイルを、プロジェクトへインポートします。 

※IJCAD Electrical以外で作成された.dwgファイルのインポートも可能ですが、図形として 

インポートされるため、インポート段階では IJCAD Electrical特有の機能を持ちません。 

必要に応じて、シンボル配置、配線の作図などを行ってください。 

① [プロジェクトマネージャ]で、dwg ファイルをインポートするプロジェクト また

は フォルダを選択します 

選択状態では、プロジェクト、またはフォルダが青色でハイライトされます。 

 

② [プロジェクトマネージャ] ＞ [dwg インポート]アイコンをクリックします 

[dwgをインポート]ダイアログが表示されます。 
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③ インポートする.dwg ファイルを選択し、[開く]ボタンをクリックします 

[ページ設定]ダイアログが表示されます。 

 

④ ページ名、図枠を設定して[OK]ボタンをクリックします 

 

25-1.3  右クリックメニュー 

[プロジェクトマネージャ]上のプロジェクト/フォルダ/ファイルを右クリックした際に表示される 

メニューは、以下の通りです。 

＜プロジェクト選択時＞     ＜フォルダ選択時＞      ＜ファイル選択時＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各メニュー内に示した赤破線より上のコマンドはプロジェクト/フォルダ/ファイルの操作関連、 

赤破線より下のコマンドはページ図面に対する自動処理関連のメニューになります。 
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「プロジェクトから除外」と「削除」の違いについて： 

プロジェクトから除外： 

[プロジェクトマネージャ]の表示上から消去され、データベース連携の対象外となります

が、各ページ図面ファイルはプロジェクトのフォルダ内に残ります。 

削除： 

[プロジェクトマネージャ]の表示上から消去され、データベース連携の対象外となる他

に、各ページ図面ファイルが完全に削除されます。復元は出来ませんので、ご注意くださ

い。 

特に理由がない限りは、「プロジェクトから除外」を使用してください。 

 

 

25-1.4  右クリックメニュー［ページ並び替え］ 

右クリックメニューの［ページ並び替え］は、プロジェクト、フォルダ、ページから行えます。 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ フォルダを選択して右クリック＞［ページ並び替

え］を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

② ［並び順設定］ダイアログが表示されます 

対象のページを選択して▲▼ボタンを押して、並び順を変更し、［確定］で、決定となりま

す。 
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 下図のように対象のページが移動されて表示されました。 
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25-1.5 右クリックメニュー［プロジェクトのコピー］ 

右クリックメニューの［プロジェクトのコピー］は、登録されているプロジェクトを指定する図面

保存先にコピーし、プロジェクトマネージャ内にも登録します。 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクトを選択して右クリック＞「プロジェク

トのコピー」 

操作方法は、以下手順となります。よくあるエクスプローラ上での操作方法とは多少異なりま

す。 

 

[コピー先のフォルダを選択してください]ダイアログが表示されます。 

対象のプロジェクトを、指定した図面保存先へコピーします。 

コピーしたプロジェクト名の後ろに「- コピー」が付きます。その後、任意に「名前変更」で

変更を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2026 基本マニュアル 

222 

25-1.6 右クリックメニュー プロジェクトとフォルダの［貼り付け］ 

ページをコピーした後に、このオプションを使用して貼り付けます。 

 

25-1.7 右クリックメニュー ［フォルダを開く］ 

プロジェクトやページのファイルが存在するフォルダをエクスプローラ上で開きます。 

25-1.8 右クリックメニュー ［印刷］ 

各メニュー内にある「印刷」は、IJCADの汎用機能から印刷設定を行ったうえで実行してくださ

い。図面に印刷設定がない場合、印刷できないことがあります。 

 

25-1.9  プロジェクト選択時の一括処理 

プロジェクトに対して、一括処理を行います。 

① [プロジェクトマネージャ] ＞ プロジェクトを選択し右クリック ＞ [一括処理]を 

クリックします 
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対象プロジェクト内の図面を保存後、[一括処理]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 対象ファイルを選択し、一括処理を実行します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括処理の対象となるファイルをツリーのチェックボックスから指定し、一括処理を実行しま

す。 
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25-1.10 プロジェクト、ページの登録数 

プロジェクトマネージャの図面表示エリアの下側に、プロジェクトに登録数が表示されます。 

⚫ プロジェクト、フォルダを選択した場合：フォルダ数、ページ数 

⚫ ページを選択した場合：プロジェクトマネージャに登録されているプロジェクト数 

➢ 複数ページ選択時は、選択数を表示します。 
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 IJCAD Electrical 用システム使用テンプレート 

26-1. IJCAD Electrical 内のシステム上で使用しているテンプレートファイル 

26-1.1  線番、交点などの IJCAD Electrical のテンプレート用シンボル保存先と用途 

IJCAD Electrical内において、システム上で使用しているテンプレートファイルの 

保存先フォルダと dwgファイル名、使用用途などは以下となります。 

編集される場合は、必ずバックアップ作成後にお願いいたします。 

① テンプレートファイルの保存先 

保存先フォルダ 

C:\Program Files\ITJP\IJCAD Electrical （バージョン-グレード）\Template\DWG 

※フォルダは読取専用となっております。 

また、IJCAD Electricalのテンプレート保存先でもありますので、編集される場合はバック

アップ作成後、該当のファイルをデスクトップなどに移動またはコピーして編集してくださ

い。 

元のフォルダに戻す際、「管理者の権限が必要です」等のメッセージが表示されますので、

管理者権限があれば「継続」を選択して下さい。 

 

② テンプレートファイルのファイル名と用途 

ファイル名 用途 備考 

Cable.dwg ケーブル定義用の配線情報用 

（PRO製品で、帳票出力＞ケー

ブルリストでも使用） 

編集不可 

CheckResultLeader.dwg 整合性チェック＞引き出し線用 

（PRO製品機能） 

編集不可 

CircleNode.dwg 交点（接続点）マーク用 編集可：既定値：直径

2mm 

ConnectionPoint.dwg 複数配線＞シンボル選択時の配

線のスタート目印用 

編集不可 

DefaultContactTable.dwg 既定値の接点表 編集可 

LineNumber_0.dwg 横配線用 編集可 
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LineNumber_90.dwg 縦配線用（配線の左） 線番属性の文字サイズの

「幅係数」は変更可。 

文字高さは、変更しても反

映しない。 

ファイル内の属性は削除不

可。 

SENBAN属性以外、移動

可。 

（※1）使用文字スタイルに

ついて 

LineNumber_270.dwg 縦配線用（配線の右） 

LineSelectionPoint.dwg 複数配線＞配線選択時の配線の

接続先マーク 

編集不可 

Template.dwg プロジェクトマネージャで、

「新規ページ作成」時に使用. 

編集可 

 

※1線番シンボルの使用文字スタイルについて 

属性の文字スタイル名は「WRENO」（名前の変更不可）です。 

線番の文字フォントを変更されたい場合は、このスタイル内のフォントを変更され、テンプ

レート用の「Template.dwg」「gcadiso.dwt」も同様にスタイル名とフォントの設定をお

奨めいたします。 

 

③ IJCAD の「新規作成」コマンドで、使用するテンプレートファイルの保存先 

保存先フォルダ（隠しフォルダ） 

C:\Users\＜ログインユーザ名＞\AppData\Local\IntelliJapan\IJCAD Electrical LT（又は

PRO）\R（バージョン下 2桁）\ja-JP\Template 

 

④ テンプレートファイルのファイル名と用途 

お奨めしているテンプレートは、以下になります。 

ファイル名 用途 備考 

gcadiso.dwt IJCADメニュー内の「新規作

成」用 

編集可 

IJCAD Electrical起動時の

「Drawing1.dwg」タブで

使用 
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 IJCAD Electrical 用メニュー 

27-1. IJCAD Electrical 用メニュー 

27-1.1  「IJE」「IJEConfig」のメニューのファイル名と保存先 

IJCAD Electrical内において使用している IJCAD Electrical用のメニューのファイル名、 

保存先は以下となります。 

① メニュー名：IJEMenu.cuix 

メニュー名は、以下となります。 

■IJEMenu.cuix （編集不可） 

 

② メニューファイル保存先： 

保存先は以下で、このフォルダは、読み取り専用となっております。 

■C:¥Program Files¥ITJP¥IJCAD Electrical バージョン名 LT（又は PRO）Subscription 

 


